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第三章　道教における元帥神

1 ．雷法の発展
　『道法会元』1）は、『道蔵』の中でも屈指の大部の儀礼書であり、清微や神

霄など、雷法を中心とした諸派の道法、すなわち法術を集大成したものであ

る。ただ、集大成だけあって、その内容はかなり雑多である。系統で言え

ば、清微・神霄・天心・鄷都など、かなり性格の異なる法術が一緒になって

しまっている。こういった法術は、「神霄雷法」や「五雷法」をもってその

代表とすることも多いが、ひとまず総称して「雷法」運動として考えること

にする。また本章では、ある流派の道士や法師が駆使する術を「法術」とす

る。これらの法術は「何々法」と称されることが多く、また「呪法」「道術」

「方術」とも呼ばれる。

　さて北宋代に興起し、その後徽宗の庇護のもと、大きく発展した雷法につ

いては、すでに多くの研究者による考察がある。例えば松本浩一氏は次のよ

うに述べる2）。

こうした新しい伝統の発生という一連の現象の中に位置づけられる

ものに、古来の伝統の中には見られなかったいくつかの特徴的な呪

法の登場がある。『道法会元』等の呪法の書に説かれている。雷法、

天心法、鄷都法などと呼ばれるこれらの呪法は、その多くが唐末五

代にその起源をもつとされているが、この時代になって、民間で活

躍していた宗教者たちの間で発達を見ることになった。それが北宋

末徽宗の崇道と林霊素の活躍とによって歴史の舞台に登場すること

になり、全中国的規模で冥界のヒエラルキーが確立されていく動き

に対応した道教教団の動きもあって、教団、特に正一教団の手によ

って正式に採用されるに至ったのである。そしてこの教団による正

式採用の過程において、雷法と呼ばれる、雷の力を呪術力の源泉と



78

し、雷呪によって雷部の神将・神兵を使役して駆邪等を行う呪法が、

特に精緻な理論づけや依拠の経典を与えられて、道教の呪法中重要

なものに数えられるようになった。

また劉枝萬氏は、雷法について、それが道教に本来あったものではなく、あ

くまで民間の巫者たちの法術が源流になったものだと指摘し、次のように述

べる3）。

要するに雷法は、林霊素の出現によって整理集成され、画期的発展

期を迎えたのであるが、煎じ詰めれば、雷法は彼にとって、栄達へ

の踏台になったが、逆にそれなるがゆえに、今まで地下潜行の隠微

な妖術の補助法が、一躍して地上における、公然たる正法への輝か

しい脱皮をとげたと称しても、恐らく過言ではなかろう。『道法会

元』は、『上清霊宝大法』と共に、宋代に集大成された呪法儀礼書

の双璧として有名である。後者は編者を異にする両書を合計しても

一一〇巻だが、前者は全書二六八巻にも及ぶ浩瀚なものである。し

かしてその内容は、ほとんどが雷法が核心になっている観があり、

含まれている種類はおびただしい。

ただ、北宋における徽宗の並外れた崇道に強く関わり、北宋の亡国の一因を

担った者として、林霊素の評判は芳しくない。そのためか、雷法は南宋期に

おいて、金允中のような正統派を任ずる道士たちから厳しく非難されてい

る。そのことについて、ミシェール・ストリックマン氏は次のように言う4）。

上清霊宝大法の著者である金允中にとって、神霄運動は許しがたい

ほどに異端であり、真の道教の啓示という土台を全く欠いているも

のであった。「正」でないものは何であろうと必然的に「邪」に違

いなく、一旦正統派道教の慣習の輪からはみ出したとして規定され

ると、神霄の祭司たちは正統派道士から現実として本質的に悪魔的
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であると見なされた。

しかしながら、林霊素個人への批判はさておき、南宋以後も多くの有力な道

士が雷法を受け入れ、発展させていったのは確かである。そして最後には、

龍虎山の正一派自身が雷法を受け入れることになった。ストリックマン氏

は、白玉蟾と雷法の密接な関係について論じた後、次のように述べる5）。

正統派という問題は、宋代に道教徒の集団の中でますます強く前面

に押し出されてきた。この問題への関心の高まりは、再び姿を現し

た正一派が公的な援助を得、他のすべての道教教団の上にその正統

性を確立しよう、という試みと関係がある。正一派の中に五雷法が

出てきたのは、神霄の有害な儀式、それは悪魔的雰囲気の漂うもの

と見られていたが、それに対抗するためであった。これが、林霊素

の雷呪への天師の反応であった。正一派では、五雷法は初代の天師

張道陵にまで遡ると主張するけれども、それが実際は神霄運動とい

う挑戦を受けたために出てきたものであることは明らかである。特

徴的なことであるが、神霄派への対抗のために、天師は敵自らの武

器を使った、すなわち、雷に対して雷で戦ったのである。

また『中国道教史』の第八章六節「南宋の三山符籙道派の流伝：内丹派南宗

と浄明道の形成：東華・神霄・天心正法・清微等新符籙派別の興起」6）では、

南宋から元にかけて、多くの優れた道士が雷法を修得し、普及させていった

結果、雷法が隆盛になっていく状況について詳しく述べられている。恐らく

元代には、雷法はすでに道教の正統な法術と認識されていたと考えられる。

　さて雷法の系譜について述べた『道門十規』7）には、次のような記載があ

る。

神霄の法は、汪・王の二祖師から始まり、張・李・白・薩・潘・楊・

唐・莫などの諸師に伝わり、発展したのである。
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ここでは、汪守貞・王文卿の二人の祖師を強調し、あまり林霊素については

ふれず、神霄を継ぐ者としては張継先・白玉蟾・薩守堅・莫月鼎を挙げてい

る。もちろん、後世雷法の祖師として尊崇されるのも、これらの道士たちで

ある。

　ただ、正一派における雷法の受け入れは、ストリックマン氏の指摘より

も、若干早い時期を想定してもよいと思われる。例えば、徽宗朝において有

名な第三十代張天師である張継先は、『明真破妄章頌』8）において、次のよ

うな言葉を残している。

すべての法は一処に帰すものだ。正一だとか清微だとか殊更に分け

る必要があるのか。9）

張継先は、崇寧四年（一一〇五）に徽宗に召され、「虚靖先生」の号を賜っ

たとされている。ただ、恐らくは徽宗の信任は林霊素に遠く及ばず、「張天

師」それ自体の地位も元の時代に比べればそれほど高いものではなかった。

南宋期には留用光のように、正一派においても五雷法で著名になった者も現

れている。張継先は歴代張天師の中でも、やや特殊な地位にあるのは間違い

ないが10）、それにしても雷法に対して、早くから融合的な志向を持っていた

ものと思われる。

　その後の神霄派の発展においては、王文卿と薩守堅の役割が重要である。

『道法会元』巻六十七に収録される二種の『雷説』は、雷法の理論面を支え

る重要な文章である。さらに著名な道士白玉蟾も雷法を兼修し、『玄珠歌注』

において内丹説と雷法との融合を図っている。

　雷法は元代には莫月鼎に引き継がれて発展し、明代においては、世宗嘉靖

帝の崇道に大きな影響を与えた陶仲文によって雷法が広まった。

　明代の通俗小説において、雷法がしばしば「正統な法術」として扱われる

のは、主にこのような元明における風潮を受けてのことであろう。例えば

『水滸伝』では、梁山泊の豪傑の一人で、道士である公孫勝に対し、その師

の羅真人が次のように告げる11）。
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羅真人は言った。

「弟子よ、そなたがいままで習ってきた法術は高廉の使うものとそ

う変わりはせぬ。いまわしはそなたに五雷天心正法を伝授しよう。

この法術を行い、宋江を助け、国を守り民を安んじ、天に替わって

道を行うのじゃ。」12）

この他、『警世通言』や『平妖伝』などにも、「五雷天心正法」を使う道士が

登場し、その正統性を幾度となく強調する記載がある。この時期において

は、雷法は完全に道教の正統な法術とみなされるようになっている。

　清代においては、雷法はそれほど注目を集めなくなったようであるが、正

一派の本拠地である龍虎山と、蘇州玄妙観などでは、引き続き雷法が行われ

たようである13）。また道教や民間信仰の儀礼の中に、数多くの元帥神が登場

することからも分かるように、雷法は各種の儀礼に影響を与えている。

2 ．神霄派の雷霆神
　ところで、林霊素の時期に、神霄派などにおいて元帥神が重視されていた

かというと、これについては疑問な点も多い。例えば、『無上九霄玉清大梵

紫微玄都雷霆玉経』14）は、北宋末の神霄雷法に関する重要な経典であると

されるが、そこに見える雷霆神は、後の元帥神とはかなり異なるものであ

る。

東方雷霆風雨雲電之神　呼風亜　咄遮黎　义鳩羅

南方雷霆風雨雲電之神　氷鳩鸕　煖炎寮　石阿雄

西方雷霆風雨雲電之神　栄耀霊　朗重延　閃鳩陀

北方雷霆風雨雲電之神　盧刑猛　横天覇　釗振鳩

中央雷霆風雨雲電之神　孫真耳　多伯言　旭執圭

さらに、この経典の後半部、各神の職種を記したところにも、「紫微大帝・

天蓬君・天猷君・翊聖真君・玄武君・天罡神・河魁神・火鈴大将軍・天丁力
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士・六丁玉女・六甲将軍」などの名称は見えるものの、元帥神につながるよ

うなものは少ない。

北極紫微大帝は三界を統括し、五雷を掌握する。天蓬君・天猷君・

翊聖君・玄武君は分司領治とする。天罡神・河魁神は召雷檄霆の司

となす。九天流金火鈴大将軍・天丁力士・六丁玉女・六甲将軍は、

節度雷霆の使とする。九天嘯命風雷使者・雷令使者・火令大仙火伯・

風令火令風伯・四目皓翁・蒼牙霹靂大仙は摂轄雷霆の神とする。火

伯風霆君・風火元明君・雷光元聖君・雨師丈人仙君は雷霆風雨の主

とする。中に三五邵陽雷公火車鉄面の神あり、また中に負風猛吏銀

牙耀目欻火律令大神あり。狼牙猛吏大判官・五雷飛捷使者・五方雷

公将軍・八方雲雷大将・五方蛮雷使者・三界蛮雷使者・九社蛮雷使

者、実にその命令を司り、その権を用いよ。15）

また『高上神霄玉清真王紫書大法』16）は、全十二巻のうち、前三巻が北宋

末の成立と言われている17）。例えばその巻六の「大将軍部」に見える神将の

人員は次の通りである。

総監大将軍　王文宣　統兵大将軍　丁仲珪　主水大将軍　王藩

主火大将軍　趙仲明　主風大将軍　馮浩　主雲大将軍　童隆

主炁大将軍　瞿徳　主雨大将軍　丁宗成　主殺大将軍　蒋徳交

主生大将軍　劉通　主病大将軍　丁宗厳　捉鬼大将軍　馬勝

縛邪大将軍　陳猛　考鬼大将軍　荘徳降　破廟大将軍　趙侯

伏魔大将軍　元真　縛龍大将軍　応宿元　捜奸大将軍　丁友忠

（後略）

この他にも巻七においては「捉邪霊官部」があり、そこにも多くの霊官の名

が見えるが、ほとんどが後の元帥神とは異なるものである。かろうじて馬元

帥（馬勝）と劉天君（劉通）の名は一致するが、これは同名異神である可能
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性もある。趙仲明は趙公明を指すか。

　恐らく後に付加されたと思われる巻九の「玉府聖位」においては、「玉府

上卿五雷使・陶伯成」に始まる多くの仙卿・霊官の名を掲げる。数百にのぼ

る神々の名が挙げられているが、ここで後の元帥とおぼしき名称を持つ神

は、「欻火大神・鄧伯温」、すなわち鄧天君くらいである。

　この他、この『高上神霄玉清真王紫書大法』には、密教の陀羅尼に似せた

呪文があまり見えない点も重要である。但し、巻九の「神霄玉清王府三十六

天嶽神符」においては、ほとんどの密呪は陀羅尼系のようである。

　また同様の傾向は『道法会元』巻五十六「上清玉府五雷大法玉枢霊文」ま

た、巻五十七から巻六十までの「上清玉枢五雷真文」においても見られる。

すなわち『道法会元』の中でも、神霄系の呪法には、『三教捜神大全』に見

られるような、温・関・馬・趙といった元帥が出てくることは少ない。

　但し、巻六十一「高上神霄玉枢斬勘五雷大法」においては、王文卿の序を

引き、なおかつ将帥として、「鄧伯温・辛漢臣・張元伯」すなわち鄧・辛・

張の三天君が中心になっている。王文卿の頃では、一応この三天君を雷部の

中心とする法術が行われていた可能性が高い。

　また他に、古い神霄派の経典と考えられるものとしては、『九天応元雷声

普化天尊玉枢宝経』18）や『太上説朝天謝雷真経』19）などがあるが、このど

ちらにも、後の元帥神らしき名称が見えない。やはり中心になるのは、普化

天尊とその部下の雷霆神たちである。

　これらのことから、『三教捜神大全』や『封神演義』などに見える元帥神

の多くは、北宋期の神霄派においては、あまり重視されていなかったのでは

ないかと推察されるのである。

3 ．北極四聖について
　事実、この時期における駆邪の武神として重視されていたのは、天蓬・天

猷・真武・翊聖真君からなる北極四聖、及びその配下の天罡大聖や六甲六丁

神などであった。先に見た『無上九霄玉清大梵紫微玄都雷霆玉経』において

も、北極紫微大帝を主とし、その下に北極四聖、さらにその下に六甲六丁神
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を配している。

　これらの神々と、神霄派の関係について、李遠国氏は「鄧紫陽と北帝大

法」20）において、次のように述べる。

北帝派は初唐の道士鄧紫陽が開創したものである。北極紫微大帝す

なわち北帝を尊崇する派である。「北帝録」などの経録を授け、「鄷

都」の六天の鬼神を退治するという術に長けており、また辟邪や禍

を祓う術で著名であった。（略）これらは、この「北帝大法」が唐

代に隆盛であったことの証左である。（略）その後、唐未五代の杜

光庭、宋代の張継先・王宗敬・呉道顕・柳伯奇・鍾明真・盧養浩・

徐必大・劉玉・黄公瑾などは、みな「北帝大法」を修得しており、

また、それと「神霄雷法」を結合していたのである。この流れから、

新しい一つの道法が現れた。それは「神霄金火天丁大法」である。

すなわち、唐代にあった北帝派の流れが、宋代には神霄派と結合して発展し

たという。

　実際には、北帝を駆邪神とする信仰は、早期の道教にすでに見られる。

『真誥』21）の中にある「北帝煞鬼之法」がそれで、北帝派はこの流れに沿っ

て発展したものであろう。

世の人、鄷都に六天宮門の名があることを知れば、すなわち百鬼は

あえて害をなすことはない。眠ろうとするとき、常にまず北を向

き、呪を三たび唱えよ。その音は微ならしめよ。その呪文とは、

「われは太上の弟子なり。下は六天を統ず。六天の宮は、われに部

するものである。ただ部するものでなければ、太上が司るところで

ある。われは六天の門の名を知る。このゆえに長生を得ている。あ

えて犯すものがあれば、太上はそなたたちを斬に処するであろう

（略）」とある。

これがいわゆる北帝の神呪、煞鬼の良法である。鬼が三たびこの法
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を受ければ、みな自ら死んでしまう。22）

また「天蓬呪」も駆邪の法として古くから用いられるものである。ただ、こ

の北帝を北極紫微大帝とし、下に四聖を配して駆邪の府、すなわち「北極駆

邪院」を構成するのは、やはり北宋以後になってからのことであると考えら

れる。特に、四聖のうち翊聖真君と真武は、唐末五代から興起したものであ

り、道教に取り入れられた時期は、紫微大帝や天蓬神よりもずっと遅いもの

と推察される。もっとも、「北帝」が明確に「紫微大帝」と意識され、「天蓬

神」が「天蓬元帥」として認識されるのは、若干後になってからのことであ

る。先に見た『雲笈七籤』の記事で、天蓬神が「大元帥」と呼ばれるのは、

むろんこのことを反映しているものである。もっとも『道法会元』を見るに、

北極駆邪院の神格は、あまり明確にはされていない場合も多い。駆邪院を含

め、天枢院などの性格も、法術によって様々である。ここで示す駆邪院の構

成も、あくまで一部の法術にしか当て嵌まらないものである。

　さて劉枝萬氏によれば、天蓬神については、神自体に関する信仰と、「天

蓬呪」などに関する信仰との乖離が目立つという23）。

要するに天蓬神信仰は、神自身の影が薄くて、むしろその呪文と法

器が重視され、換言すれば天蓬元帥をさしおいて、天蓬呪と天蓬尺

が一人歩きをしているという、信仰形態面における特異性が注目を

引くのである。

南宋から元にかけては、恐らく天蓬元帥の信仰はそれなりの勢力があったと

推察される。しかし、明代の小説などでも天蓬元帥は一部の『水滸伝』や『西

遊記』を除けば、それほど目立った存在ではない。さらに『西遊記』では、

猪八戒が天蓬元帥の化身とされているため、ますますそのイメージがねじ曲

げられてしまった。『三教捜神大全』に天蓬元帥の独立の項目が無いのは、

この時期の天蓬元帥の民間における地位の低下を反映したものとしてよいで

あろう。
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　また四聖のうち、翊聖真君については、北宋の始め道士張守清がこの神の

神託を受けて、王室に働きかけたことがその信仰が隆盛になったきっかけで

あった。これにも劉枝萬氏の指摘があって言う24）。

黒煞神の起源は不詳だが、早くから五代の道士譚紫霄に黒煞神君と

して信奉され、北宋では開宝九年（九七六）、「天の尊神、玉帝の輔」

だと自称する黒殺大将軍が、宋朝を衛護するために張守真に降下し

て、帝室に取り入り、崇信された史実は有名である。その出自は巫

覡の守護神だと考えられるが、称号に「黒」の字を冠しているとお

り、五行に配した北方の辟邪神なるがゆえに、同じく民間信仰より

萌芽した北天の辟邪神たる天蓬と結合しやすかったのであろう。

黒煞神については、その性格が曖昧であるためか、後世他の神との混同を招

きやすい面もあった。まず四聖のうち真武との混同がある。また、趙玄壇、

すなわち趙公明（趙元帥）と同一視されることもあった。さらに、趙玄壇が

趙氏の始祖神である保生天尊・趙玄朗と名称が酷似しているため、それとの

混淆もあった。ただ、その性格からして、やはり五代の巫覡の守護神が道教

の中に流入したものと言えよう。エドワード・デイビス氏は、この黒煞神の

信仰の道教への流入を非常に重視している25）。

　さて四聖の真武は、後世「玄天上帝」として非常に重視された神である。

それが古来四獣として信仰のあった玄武であり、亀と蛇で現されるものが、

唐末五代の時期から徐々に人格神に変容したものであることは、拙論でも詳

しく論じた26）。王光徳・楊立志両氏は玄武について次のように述べる27）。

玄武は、元は青龍・朱雀・白虎・玄武の四象崇拝の一つであったも

のが、後に道教の神系に加えられたものである。玄武は四方の守護

神の中で北方守護をその任とした。（略）後、北方星神である北宮

玄武は、五代の前には北極紫微大帝の神系に属するとみなされるよ

うになった。そして徐々に四象崇拝を脱し、紫微大帝の四大神将の
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一つとなった。（略）玄武は道教の神系において地位を向上させて

いったが、これは中天北極紫微大帝の信仰と密接な関係がある。

（略）恐らく六朝時代には北極大帝、略して北帝という神格が成り

立っていた。また唐代の道教には北帝派という派が存在していた。

（略）北帝の四将とは、すなわち天蓬・天猷・黒煞・玄武の四将で

ある。このように宋代以降は専ら四聖と称するようになった。この

時点での「将軍」という職は天帝の侍従に対する称呼であり、神格

の地位は決して高くはない。時間の推移とともに玄武は四象の系統

を脱し、星神から転化して具体的な人格を有する神となった。そし

て後には北極崇拝と融合し、道教の「大神」となる基礎を築き上げ

たのである。

このように、紫微大帝の配下の将軍であった真武は、北宋より後その位階を

上げ、元代以降は「玄天上帝」と称されることになった。むろん、真武のみ

を尊崇することは、徐々に行われていったようである。唐代剣氏の指摘によ

れば、南宋の孝宗・理宗より、四聖の中でも特に真武を崇拝する傾向が強ま

るとされる28）。その後、玄天上帝となった真武は、むしろ北帝の役割を紫微

大帝、或いは鄷都北陰大帝に代わって受け持つことになる。拙論で論じたよ

うに、『元始天尊説北方真武妙経』29）が、『太上元始天尊説北帝伏魔神呪妙

経』30）を模して作られたのも、北帝の役割が真武に受け継がれたために発

生した現象であると考えられる。明代には、特に永楽帝の尊崇が甚だしく、

玄天上帝の聖地である湖北の武当山においては、膨大な国費を投入しての宮

観の造築が行われた。今にも残る武当山の建築群の大半は、このときに作ら

れたものである。

　さて『三教捜神大全』が基づいた『捜神広記』の前集においては、玉皇上

帝や聖祖・東華帝君・西王母などに続き、玄天上帝の記事が載せられている。

このことから、すでに玄天上帝の地位は、これらの神に次ぐものとみなされ

ていることが分かる。一方で、紫微大帝や北極四聖に関する記事は、特に独

立の項目を立てられていない。すなわち、『捜神広記』の書かれた元代にお
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いては、完全に玄天上帝こそが、かつての北帝神、すなわち駆邪院の主たる

神格と考えられるようになっているのである。

　これを端的に示すのが、雑劇『二郎神鎖斉天大聖』である。第四折に登場

する駆邪院主は、次のように述べる31）。

駆邪院主は言う。

「（略）父は浄楽国王、母は善勝夫人。胎内にあること十四ヶ月、す

なわち太上老君の八十二番目の変化、母の左脇から生じた。（略）

玉帝は貧道の功績あるを称え、勅して九天採訪遊奕使・北極鎮天真

武玉虚師相玄天元聖仁威上帝に封じ、北極駆邪院都教主とし

た。」32）

ここでは北極駆邪院主は、紫微大帝や或いは鄷都北陰大帝ではなく、完全に

玄天上帝であることになっている。

　そして、このような民間における玄天上帝の地位の変化は、他の神格にも

波及することになった。まず、北極紫微大帝の地位は、玉帝などと並んでや

や形式的な上位神へと追いやられ、甚だ存在感を欠くものとなった。また、

真武以外の四聖、すなわち天蓬・天猷・翊聖真君が真武に比しては目立たぬ

神格となる。『三教捜神大全』に天蓬・天猷元帥の独立の項目が立てられて

いないのも、このような玄天上帝の地位向上に伴っての現象と思われる。ま

た同時に、玄天上帝は紫微大帝のみならず、天蓬神が持っていた役割を担う

ことにもなった。

　そもそも、三十六員の天将を配下に持つ、という特色も元来は天蓬元帥、

或いは天罡大聖のものであった。すなわち『道法会元』巻一五六「上清天蓬

伏魔大法」に言う。

祖師の九天尚父・五方都総管・北極左垣上将都統大元帥・天蓬真君

は、姓を卞、名を荘という。三頭六手にして、手に斧・索・弓箭・

剣・戟の六種の武器を執る。黒衣玄冠にして、三十万の兵を率いる。
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北斗の破軍星の化身であり、また金眉老君の後身である。（略）

三十万の兵と、三十六の天将を率いる。33）

むろんこのような考え方も、数多くの派がある道教や民間信仰においては、

地域差もあり、必ずしも統一されていたわけでない。先にも少し言及した

が、道教の神系は、甚だしい時は、ある経典ごとに、いや特定の経典の内部

ですら異なる場合がある。

　ただ極めて大雑把に、宋から明にかけての北極駆邪院の性格を見るなら

ば、元来は北極紫微大帝の配下に四聖があり、その下にまた三十六の天将が

いるという構成が、後に駆邪院主・玄天上帝の下に三十六の元帥が配される、

という考え方に変化する。『北遊記』など、明代の小説に見える三十六の元

帥神は、恐らくこのような考え方に基づいて構成されているものと考えられ

る。但し、元帥神の主神は、時には雷声普化天尊とみなされることもあっ

た。『封神演義』などでの考え方は、これに近いものである。

　『三教捜神大全』における元帥神の記事の多くは、恐らくは、この「玄天

上帝と配下の三十六元帥」という考え方に基づいているものと考えられる。

例えば、「霊官馬元帥」の記事には「勅により玄天上帝の部下となり」34）と

いう記述があり、さらに「鉄元帥」の項目にも、「玄天上帝が悪気を治めた

時に協力した」35）という記載がある。

　但し、『道法会元』中には、この両者の考え方が併存している。これは『道

法会元』が諸法の集大成であることを考慮すれば、当然ありうることである。

むろん『道法会元』は、そもそも様々な方術が雑多に集められており、幾つ

もの神体系が混在しているものであり、厳密な定義は難しいということを考

慮する必要はある。

　さて、『道法会元』中には、明確に紫微大帝を主とする幾つかの法術があ

る。すなわち巻一五六から一六八の「上清天蓬伏魔大法」、巻百六十九から

巻百七十までの「混元飛捉四聖伏魔大法」においては、北極紫微大帝を中心

とし、四聖や、天罡大聖などの三十六天将が駆邪の役割を担っている。ま

た、これとはいささか性格が異なるが、巻二百十一の「天罡生煞大法」及び
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「中皇総制飛星活曜天罡大法運用秘訣」では天罡大聖が主となり、巻

二百十三の「広霊宣化陳将軍秘法」などでは、紫微大帝が法の中心となる。

巻二百十七の「紫庭追伐補断大法」では天蓬元帥を「北極法主天蓬都元帥蒼

天上帝」として首座に据える。

　そして、同時に巻百三十の「北真水部火飛撃雷大法」では、玄天上帝を主

法とする。これは水部を中心とした法なので、いささか系統が異なっている

が、巻二百二十七の「太一火犀雷府朱将軍考附大法」では、玉帝・紫微大帝

を主法に据えるものの、「法主」となっているのは「玉虚師相玄天上帝」で

ある。

　総じて『道法会元』においては、紫微大帝と北極四聖を中心とする法術の

体系が中心となっているものの、玄天上帝を主とする法術も多く混入してい

ると考えられる。

4 ．天心法と浄明道系統の法術
　紫微大帝と四聖を中心とする北極駆邪院を重視する姿勢は、神霄雷法より

も、天心法において、より顕著である。

　もっとも天心法は、先に見た『水滸伝』のように、後には「五雷天心法」

と称せられることも多く、神霄の雷法と結合して、雷法の代表的な法術とみ

なされるものである。このため、両者にはかなりの共通点があり、神系にお

いてもそれが現れているものと考えられる。もっとも、神霄雷法と天心法で

は、神霄法が雷を重視するのに対し、天心法は光を重視するのなどの性格の

違いがある。

　さて、天心法は五代の譚紫霄を祖師とするのが常であるが、松本浩一氏の

指摘によれば、馬令『南唐書』の譚紫霄の伝には、特に天心法についての記

載は見えず、その後陸游の『南唐書』においてそれが現れてくるとのことで

ある36）。恐らく譚紫霄が天心法の祖だということ自体、後から考えられたも

のであろう。その後天心法は、饒洞天がこれを受け継ぎ、華蓋山に登って大

いにその法術を顕したという。華蓋山における信仰については、ロバート・

ハイムズ氏がこれを重視しているが、その影響については今ひとつ不明確な
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点が多い37）。その後、両宋期の著名な道士路時中が、「天心正法」を行った

ことが知られている。ただ、実際の天心法の伝授については不明な点が多い

と言わざるを得ない。

　天心法の経典として知られているのは、『太上助国救民総真秘要』38）『上

清天心正法』39）『上清北極天心正法』40）『無上玄元三天玉堂大法』41）などが

ある。

　『太上助国救民総真秘要』は、政和六年（一一一六）の元妙宗の自序があり、

宋代の成書であることが分かる42）。その巻二などに見える神は、三清や玉帝

や張天師などの名も見えているが、やはり中心になるのは、北極紫微大帝・

天蓬・天猷・真武・黒殺・天剛大聖（天罡大聖）と三十六将などの神々であ

る。さらに六甲六丁神と唐・葛・周の三将軍などが見える。総じて、道教の

伝統に則った神が多い。また『太上助国救民総真秘要』には、陀羅尼系の呪

文的な呪文が総じて少ないのであるが、巻五の「五嶽符」には幾つかそれが

見える。また「軍吒利」が土星神の諱であるとされている。巻六の記載には、

次のようにある。

上帝が天枢院に奏上し、四天王・十二大神・八金剛・六丁六甲・天

蓬・天猷・火鈴大将軍・五雷風雨の神をして、天門より出さし

む。43）

巻七には、神将の名が具体的に挙げられている。

捉将　崔舒宣

縛将　盧機権

枷将　竇楊捶・楊光

黄頭将　陳鎮

蓬頭将　劉仲

牢頭将　楊政

五方追鬼将　趙公明
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左右急捉将　姚端

火輪将　宋無忌

考鬼将　鄧行文

斬頭瀝血将　劉炎

薬叉将　陳守忠

霊官五郎　馬勝

その役職名から推察するに、これらの神は、治獄を担当するかなり下位の神

将であると思われるが、ここに趙公明（趙元帥）と馬勝（馬元帥）の名が見

えることは注意してよい。また、馬元帥の「霊官五郎」という名称は、後に

「五通」「五顕大帝」との混同を招く要因であった可能性がある。なお宋無忌

は、『捜神記大全』の中にこれを「火精」とする記載がある。

　『無上玄元三天玉堂大法』は、撰者を記さないが、巻一の末に路時中の署

名があり、南宋の始めの成書と考えられる44）。この巻二十八に、駆邪院の神

将として見えているのは、次の通りである。

天罡殺鬼大将軍

上元将軍　唐宏

中元将軍　葛雍

下元将軍　周武

三元麒麟使者　武剛中

雷公猛吏　辛漢臣

急摂将　鄧子信

急縛将　毛当信

斬鬼頭瀝血将　劉炎

斬鬼頭瀝血将　劉志

斬鬼頭瀝血副将　章自明

　（略）
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ここでは、天罡将軍（天罡大聖）の他に、唐・葛・周の三将軍、さらに雷部

の神として、辛元帥の名が見えている。

　『上清天心正法』は、鄧有功の序文を付す。鄧有功は、南宋の人であり45）、

饒洞天がこの法を地中より得てより五伝の上、これを得たという。

　その呪法においては、やはり黒煞神などの北極四聖が重視されているが、

特に天罡大聖と三十六将を重視し、その職と姓名をすべて挙げている。『上

清天心正法』の巻二に見える、三十六将の一部について次に示す。

都天捉鬼大将　陳希

雲路追捉大将　孫常

天司検会大将　王和柔

飛天捷疾大将　許遜

駆遣精邪大将　趙充

天医治病大将　周洪

断除瘡痢大将　趙剛

解禳呪擔大将　王国賢

保護患人大将　由虁挙

直日捉邪大将　元廷臣

　（略）

多くは、邪鬼などを捉える役割をもった神将であり、先にみた『無上玄元三

天玉堂大法』の駆邪院の将と似たような性格を持つものが多い。ただ、ここ

には『三教捜神大全』に見える元帥神とは、ほとんど名称の一致するものは

ない。

　『上清北極天心正法』の成立年代は不明である。ただ内容的には、『上清天

心正法』と近い部分がある。ここでは北極四聖よりも、天罡大聖と部下の神

将たちの方により重きが置かれている。その「天心法部将吏服色姓諱」には、

次のようにある。
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都天執邪大将　張廷申（披髪大紅袍、金甲仗剣）

横天殺神大将　朱子真（披髪青袍、金甲執索）

衝天摂神大将　蘇成力（披髪黄袍、金甲持剣）

金天火輪大将　鄭天英（披髪皁袍、金甲持杖）

飛空金聖大将　趙天正（披髪白袍、金甲執枷）

炎空飛輪大将　王火光（披髪緋袍、金甲持火輪）

飛霄滅邪大将　劉次神（披髪紫袍、金甲握刀）

丹青聖神大将　胡中元（披髪皁袍、金甲執杖）

安神定魂大将　居子鎮（披髪緋袍、金甲仗剣）

追魂帰魂大将　杜剛志（披髪青袍、金甲執刀）

禁法神通大将　姚竟真（披髪緑袍、金甲仗剣）

追魈捉魅大将　許天信（披髪黄花袍、金甲持刀）

跳山入海大将　袁通霊（披髪青袍、金甲仗剣）

このように天心法の法術で神将として扱われる神々は、北極四聖や、天罡大

聖と三十六将の組み合わせの事例が圧倒的に多い。これらの記載から窺える

ことは、南宋期までの天心法の体系では、『三教捜神大全』に見えるような

温・関・馬・趙・鄧・辛などの元帥神をほとんど重視していなかったという

ことである。

　また『上清天心正法』の収録される『道蔵』洞玄部・方法類には、浄明道

系統と思われる経典が続けざまに配置されている。すなわち、『上清天枢院

回車畢道正法』46）『許真君受錬形神上清畢道法要節文』47）『天枢院都司須知

令』48）『霊宝浄明天枢都司法院須知法文』49）『霊宝浄明黄素書釈義秘訣』50）『太

上霊宝浄明入道品』51）『霊宝浄明院真師密誥』52）『太上霊宝浄明法印式』53）『霊

宝浄明大法万道玉章秘訣』54）『太上霊宝浄明秘法篇』55）『霊宝浄明新修九老

神印伏魔秘法』56）である。

　これらの経典の正確な成立年代は不明であるが、恐らくその中には、南宋

期に浄明道を盛んにした周真公に関わるものが多く含まれているものと思わ

れる。
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　ここで重んじられているのは天枢院である。天枢院の性格も駆邪院同様、

経典により異なるところがあり、複雑であるが、古くは「天枢」の字義通り、

玉皇上帝や紫微大帝などが中心となる「天界の中心」を指すことがあった。

また一方では、仙界の宰相府のようにこれをとらえ、初代天師張道陵をその

主とする場合もあった。一部の経典では、駆邪院も天枢院の一部に属すとす

る。

　しかし、ここに挙げた経典においては、許遜を始めとする「六真」によっ

て主催される天の役所を指す場合が多いようだ。黄小石氏の指摘によれば、

許真君信仰においては、もともと十二真君を尊崇することが行われてきた

が、宋代の浄明道においては、六真崇拝が盛んになる57）。

　なお、『鋳鼎余聞』には次のような記載がある58）。

国朝の陸鳳藻の小知録に言う。三天門下に泰元都省があり、張天師

がここにいる。また天枢省には許真君がいる。天機省には葛仙翁が

いる。59）

むろん、ここに見える天枢省は、一般に考えられているものとは異なると思

われる。しかし、このように「天枢」と許真君を結びつける考え方があった

ことは注意に値する。

　さて、これらの浄明道系の経典のうち、幾つかは『高上神霄玉清真王紫書

大法』や『上清天心正法』に類似した形式を持っている。特に『上清天枢院

回車畢道正法』などは、「火鈴」「雷公」「黒殺」「天罡」などの符呪が見えて

おり、雷法の影響を感じさせる内容を持っている。但し、ここでも元帥神に

類する名称はほとんど見られない。また、これらの法術においては、陀羅尼

系の呪文を使用することが少ないという特色がある。

　いずれにせよ、『道法会元』や『三教捜神大全』に見える元帥神の多くが、

宋代の神霄派・天心派、また浄明道系統の経典においてそれほど重視されて

いないことは、これらの元帥神の性格について考える上で注意すべきことで

あると考える。
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5 ．宋元の儀礼書における神将
　南宋期の儀礼文献として重要なものに、『道蔵』正一部に収録される二つ

の『上清霊宝大法』がある。一つは「寗全真授、王契真纂」とする六十六巻

の『上清霊宝大法』60）であり、もう一つが、金允中による四十四巻の『上

清霊宝大法』61）である。ここでは、それぞれ王氏『霊宝大法』、金氏『霊宝

大法』と称することとする。

　王氏『上清霊宝大法』に見える神体系は、かなりオーソドックスなもので

ある。その体系は『雲笈七籤』に見えるものとよく似ている。王氏『霊宝大

法』巻十には、天界の様相について書かれた一段があるが、そこでは、元始

天尊・霊宝天尊・道徳天尊の三清に続き、昊天上帝・救苦天尊・北極大帝・

天皇大帝などの中心となる神々の名が挙げられ、三十二天帝・五斗・五天魔

王などから、様々な霊官や真人が記される。また多くの儀礼文書の中には、

三官や五嶽から、城隍神に至るまで、多くの神々の名が見える。

　巻二十八には、三官について記した後、四聖について次のような記載があ

る。

北極天蓬都元帥真君蒼天上帝

北極天猷副元帥真君丹天上帝

北極翊聖儲慶保徳真君皓天上帝

北極佑聖真武霊応真君玄天上帝

北極四聖を、それぞれ帝号をもって称するが、依然として駆邪の神としては

四聖を重んじていることが推察される。

　王氏『霊宝大法』には、やはり天蓬・天猷の二元帥を除いては、元帥神に

関する記載は少ない。また雷法については、これをあまり重視していないよ

うに思える。ただ、巻三十八に「神虎玄範門」があり、そこでは駆邪の神将

として、趙公明の名が見えている。また、この法術については、『道法会元』

に見られるものとかなり類似する面がある。或いはこの部分は、後世の付加

であるかもしれない。さらに、巻三十九においては、駆邪の将として「元始
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上帝招真君霊大夫武卿崔文子・発放三界功曹所金闕上佐史珪璋」が挙げられ

ている。

　金氏『霊宝大法』が当時の儀礼文献の中でも特殊な性格を持つことについ

ては、丸山宏氏の指摘がある62）。その姿勢を反映してか、金氏『霊宝大法』

においては、かなりオーソドックスな神体系に依拠しているのが看取でき

る。ただ武神としては北極四聖、及び唐・葛・周の三将軍などを重視してい

る。

　金氏『霊宝大法』巻三十九においては、「黄籙大斎醮謝真霊三百六十位」

として金允中の想定した神々の体系を記している。ここでは、三清や玉皇上

帝・紫微大帝・天皇大帝といった上位の神々に始まり、下位の城隍神や土地

神に至るまでが階位に従って詳細に記されている。

　しかし、ここには雷部の神々については、「五方五雷使者」「雷公電母大神」

などと、非常に無個性な書き方をしており、雷部の神に固有なものとして

は、せいぜい「社令雷神五雷直符張使者」の名が見える程度である。駆邪院

に関しても「北極駆邪院官将吏兵」とあるだけで、具体的にどのような神を

指すのかは不明である。両部の『上清霊宝大法』において、王契真はあまり

意識せずに、そして金允中の方は恐らく意図的に、元帥神についてはほとん

どこれを重視しない姿勢を示していると推察される。

　『霊宝領教済度金書』63）は、三百二十巻にも及ぶ『道蔵』の中でも屈指の

浩瀚な儀礼書である。この書は「寗全真授、林霊真編」とされ、元の大徳六

年（一三〇二）の序文を有する。しかし、時に「大明国」とする記述があり、

明代の修訂を経ていることは間違いない64）。とはいえ、宋から明にかけての

様々な儀礼を集大成したものとみられ、内容は非常に複雑でありかつ豊富で

ある。

　その巻二の「壇信経例品」では、それぞれの斎醮においてどのような神に

上奏すべきかを述べる。そしてこの部分自体が、当時の道教における膨大な

神体系を示すものとなっている。巻三から巻七までの「聖真班位品」におい

ては、各神をどの位置に祀るかを示し、これにも夥しい神の名が記載されて

いる。
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　ただ、巻十二から始まり、巻二百五十九まで延々と続く「科儀立成品」で

は、ある一定形式の奏文中に、神の名が記されるようになっている。例え

ば、巻十七では次のような神を挙げる。

太上无極大道虚无自然元始天尊妙无上帝

虚皇玉晨大道君霊宝天尊妙有上帝

万変混沌玄元老君道徳天尊至真大帝

玉皇大天尊玄穹高上帝

紫微中天北極大帝

紫微上宮天皇大帝

高上神霄玉清真王長生大帝

東極青玄上帝

后土皇地祇

十方霊宝天尊

九天生神上帝

三十二天上帝

五方五老上帝

東華上相木公道君

西霊太真金母元君

日宮太陽鬱儀帝君

月宮太陰結璘皇君

南辰六闕上真道君

北極九府上真道君

五方五徳上真道君

周天二十八宿真君

天地水三官帝君

泰玄枢機三省上相天君

九天諸司真君

天曹諸司真君
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三天化主玄中大法師真君

三天大聖都天大法天師真君

霊宝経籍度師真君

霊宝監斎大法師真君

北極四聖真君

三天門下三元真君

三天門下上章詞表霊官

十方无極飛天神王

五天三界大魔王

三洞四輔経籙法科上聖

高真神仙将兵

本靖諸省府院司将吏兵馬

五嶽五帝真君

五天聖帝

洞天福地靖廬治化名山洞府得道真仙

祖玄真師列位真人

経籍度師列位真人

北陰玄天鄷都大帝

東霞丹林扶桑大帝

地水職司城隍社令里域土地監察神祇

侍衛宣通无鞅聖衆三界官属一切真霊

上は三清四御から、下は城隍土地神まで、かなりオーソドックスな神体系が

示される。文書によっては、太乙救苦天尊や雷声普化天尊など、中心になる

神は変わるものの、一貫してこれらの神々の名を連ねる。例えば、巻四十一

では冥界の十王が中心となるものの、やはり「法位」においてほぼ同じ神名

を列挙する。

　また多くの儀礼文書の中で、北極駆邪院と上清天枢院・五雷院・功徳院な

どが併称される。ただ、神将の中でも重視されるのは、「北極駆邪院四聖」
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の他、「九天普度院守雄抱雌二大将」などもある。巻九十九の記載によれば、

「九天普度院」の下にも三十六将軍が配置されている。普度院について、こ

こでは駆邪院と同じような性格と見なされているようであるが、その詳細に

ついてはよく分からない。

　『霊宝領教済度金書』の内容は、巻二百六十からは符呪とそれに関連する

法術が中心となる。これより「唵吽吽波吒吒」などの陀羅尼系の呪文の呪文

も目立つようになる。但し、この傾向は巻二百八十一までは濃厚に見られる

ものの、巻二百八十二の「存思玄妙品」からはまたその傾向が薄くなる。

　そして奇妙なことに、これだけの膨大な記事が存在する中で、元帥神に関

する記載はほとんど無いに等しい。天界の神将が挙げられているところに

も、ほとんどその名は見えない。ただ、全く存在しないわけではなく、若干

元帥の登場する部分もある。例えば、巻十二においては、天界の兵馬につい

ての記述があり、その中では次のように述べている。

天欻火律令大赤元帥　鄧将軍

九天遊奕北極正一魁神純真元帥　馬将軍

護道崇寧威烈　関将軍

昭武翊霊正佑　温将軍

すなわち、鄧天君・馬元帥・関元帥・温元帥の名が見えている。この記載が

後に加えられたものかどうかは判定しにくいが、『霊宝領教済度金書』の神

体系の中では、若干系統の異なるものであると考えられる。この他では、

鄧・辛・張の三天君の名はまれに登場する。しかし総じて、この経典におい

ても元帥神の影は薄いと言ってよいであろう。

　また注意すべきは『無上黄籙大斎立成儀』65）である。この書は「留有光伝、

蒋叔輿編」と伝えられ、その多くは南宋期に成立したと考えられるものの、

一部明人による付加があるともされ、各部の成立年代はいまひとつ判然とし

ない66）。

　巻三の「予告門」などにおいては、むしろ両部の『上清霊宝大法』などに
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似て、オーソドックスな神体系が記される。すなわち、三清や玉皇上帝や紫

微大帝、太乙救苦天尊や三十二天帝といった上位の神から、五嶽や水府など

の中位の神を経て、城隍神などに至るものである。また巻五に見える、天枢

院などの性格づけには注意が必要であろう。

上清天枢院天将天兵

北極駆邪院神将神兵

玉枢五雷院雷将雷兵

すなわち、天枢院・駆邪院・五雷院の三種を並置している。むろん、雷法を

非常に重視しているのは明らかである。

　但し、『無上黄籙大斎立成儀』巻十二の儀礼文書に「大明国某布政使司某

府州」とあることから見れば、この書は明人による付加があるのは間違いな

いと思われる。そのため、この書においては、南宋期と明期の神体系が併存

していると考えられる。巻三十一に見える長生大帝配下の神将は次の通りで

ある。

運陽化陰大将軍　楊元光

混景大将軍　丁忠

合元大将軍　丁遷善

会霊大将軍　陳志元

陰陽大将軍　王先之

変霊大将軍　張同

運化大将軍　李淵

陽光大将軍　申孚（略）

しかし、この書における最も特徴的な記事は、巻五十一から巻五十六に見え

る、膨大な数の神を記載した「神位門」であろう。これだけの神体系を明確

に記した経典は少ない。ただこの記載に関しては、全真教において重視され
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る神仙を多く含んでいることから、恐らくは元代以降に付加されたものであ

ると考える必要があろう。

　とはいえ、その巻五十二に記す元帥神の記載は、道教の神譜に明確に元帥

神を位置づけたものとして非常に重要であろう。「神位門左二班」には、ま

ず多くの神仙を列記する。

清微宗主真元妙化上帝

太初天君紫宸太華天帝

　（略）

浄明道師九州都仙大使神功妙済真君

　（略）

正一嗣師真君

正一系師真君

正一左侍　王真人

正一右侍　趙真人

　（略）

神霄五師真君

雷霆教主　火師真君

　（略）

眉山混隠　南真人

丹山雷淵　黄真人

西山真息　熊真人

泰智冲和　彭真人

武当五龍雲莱葉　張真人

太極北霊内輔　鄭真人

稚川抱朴仙翁　葛真人

南海　鮑仙姑

全真大教　東華少陽帝君

正陽　鍾離帝君
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純陽　呂仙帝君

海蟾　劉帝君

重陽　王帝君

　（略）

神霄得道輔教宗師　林真人

玉府上宰神霄左掌雷　王真人

金鼎妙化執法　申真人

玄都御史神烈　呉真君

張真人・葛真人などの伝統的な道教の神仙に、東華帝君・呂洞賓・鍾離権・

王重陽といった全真教系の真人、さらに王文卿や林霊素などの神霄派の者ま

で、およそ宗派の異なるものでもすべて並置している。このような統合的な

配置が可能であるということ自体、元代の全真教や正一教の発展を反映して

おり、この部分の成立が遅いことを示していると言えよう。恐らくこの部分

については、『道法会元』と編纂時期が近いか、やや遅れるのではないかと

推察される。

　さて、『無上黄籙大斎立成儀』巻五十二では、これに続いて多くの元帥神

が列挙される。

清微三炁九霄符章経道雷帝天君

雷霆欻火律令　鄧天君

雷霆正令都督尚書　辛天君

雷霆行令飛捷応報　張天君

三山木郎皓畢　荀天君

火鈴督雷　宋将軍

雷霆枢機　竇天君

霆首大神　馬天君

神烈陽雷　苟天君

神化陰雷　畢天君
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洞神主副　龐・劉二天君

神霄枢機　程・雍二元帥

洞玄主帥蒼牙鉄面　劉天君

神霄妙帥金火　張天君

天医　趙・許二元帥

雷霆風雷昌陽大将軍

雷霆火令舎陰大将軍

九天烈雷昭真　楊符使

九天捷疾焚炎　楊符使

雷霆三五火車鉄面雷公　王元帥

神霄駆雷霹靂　程元帥

統轄社雷　蒋大将

南宮琰摩羅　朱将軍

正一霊官　馬・陳・朱・蕭・鄭五大元帥

都天太歳至徳　殷元帥

遣瘟滅毒　翁元帥

九天雷路神捷上将玄壇　趙元帥

雷火符使　曲元帥

清微　周・厳二元帥

三光符使　温・耿二元帥

九天考不信道法　朱将軍

北方風輪蕩邪　周元帥

天医院　趙・馬・黄三元帥

神霄玉部翻解　顓・張二使者

神霄普倒　趙金剛

捷疾黒面　雷元帥

五丁都司　何元帥
鄷都主将　楊元帥

巨天力士　孟元帥
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朗霊義勇　関元帥

地祇上将　温元帥

急報無佞　康元帥

英雄猛烈　鉄元帥

地祇忠烈　王・張二元帥

天心雷霆諸階法中雷帥官君

玉枢三十六雷君

雷霆諸司諸部雷神

神霄内外台諸部雷神（略）

ここでは、『三教捜神大全』に記載のある元帥神のほとんどの名が見える。

『道法会元』では幾つかの神系統が入り交じっているが、この『無上黄籙大

斎立成儀』では、これを一つの体系にまとめており、当時の神体系を知る上

で貴重なものといえる。ただ、恐らくは同書の儀礼文の中に「大明国」とあ

るのと同様、この部分も明代に造作されたものであろう。これをもって南宋

期の元帥の体系とみなすことは難しい。ただ、元帥神がこのように見事に体

系づけられているのは珍しく、その上では重要な資料であると考える。

6 ．白玉蟾の論議について
　白玉蟾は、『海瓊白真人語録』67）の中において、法術や神将についてやや

詳しい議論を行っている。これは南宋当時の神体系についての興味深い説で

あると言える。『海瓊白真人語録』巻一に、弟子との対話があって言う。

真師（白玉蟾）が言う。「北極駆邪院はもと、ただ崔・盧・鄧・竇

の四名の神将があるにすぎなかった。いまはそれに四名の神将を増

やしている。梅仙考召院は、もとは、潘・耿・盧・査の四名の神将

だけであったものが、いままた四名を増やしている。これは後人が

勝手にやったものだ。本来の法術には、このようなものは無かった

はずである。」68）
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真師が言う。「古の法官は、黄・劉の二神将を用いた。そしてまた

高・丁の二将、焦・曽の二将を用い、さらに桑・何の二将、許・謝

の二将がある。その師から受けたものであれば、霊験は必ずあ

る。」69）

真師が言う。「いにしえには鄷都法というものは無かった。これは

唐の末に、大円呉先生が始めてこの法を世に伝え、鬼神を使役した

のである。しかしこの法には元来は八将・三符・四呪の法、及び鄷

都総録院印の法があるだけであったはずだ。ところがまた後人が勝

手に法術を増やして、非常に煩瑣なものになった。これがどうして

正法と言えるだろうか。」70）

真師が言う。「法において北極駆邪院と明言しているのは、天機院

のことを言うのである。南極に天枢院があるのは、天上の左に天枢

省があり、右に天機省があるようなものである。天機とは北極の内

院であり、駆邪院は外院である。かの天枢とは、南極の内院のこと

である。南極にはまた進奏院があり、これも外院である。」71）

これらの論の当否はともかく、この論議は、白玉蟾の当時において、それま

での法術にさらに様々な神々が付加され、法術ごとの神体系が変化していく

過程がまさに進行中であったことを示すものであろう。

　注意したいのは、ここで崔・盧・鄧・竇の四名の神将を、白玉蟾がかなり

古いものと見なしている点である。これら四将は後にその地位が曖昧になっ

た面もあるが、本来は唐・葛・周の三将軍と同様、古い来歴を持つ神将であ

った。『水滸伝』は、最終的には明代の成立とはいえ、かなり宋元の民間信

仰の古い層を反映している部分があるが、その第七十一回で陣没した晁蓋の

ための斎醮を営むところ、監壇の神将としてその名が見えているのが、崔・

盧・鄧・竇の四将である72）。むろん、この四将については、現在の道教儀礼

の文書中にもよくその名が見えているという面もある。
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　そしてここで白玉蟾の言及する神将のほとんどは、温・関・馬・趙といっ

た元帥神ではない。

　また天枢院については、白玉蟾はこれを南極にあるものとし、「南極天枢

院」と称する。別の意味からすれば、このような議論をせねばならなかった

ほど、天枢院の性格は明確でなかったのであろうか。またここで「天枢省」

と「天枢院」を別のものとしているのは、注意すべき点である。ただ、『無

上黄籙大斎立成儀』と同じように、天枢院を北極駆邪院と対をなすものと見

なしているのは明らかである。それにしても、白玉蟾が「後人が付加した」

と強調する神将にも元帥神らしき名称が少ないということは、この時期に数

多くの神将が考え出され、そして消滅していった過程が垣間見えているよう

に思える。

　また『海瓊白真人語録』巻二には、次のような記載がある。

祖師（玉蟾）が言う。「わたしはこのように聞いている。漢の陸賈

は玉清元始法師総仙上真領黄籙院事となり、また辛漢臣は、いま雷

霆都司狼牙猛吏となっている。そして晋の陶弘景は、いま蓬莱都水

司監となっている。また唐の褚遂良は、いま五雷使者となってい

る。顔真卿は、いま北極駆邪院左判官となっている。李陽冰は、い

ま北極駆邪院右判官になっている。李白は、いま東華上清監清逸真

人となっている。白楽天は、いま蓬莱長仙主となっている。また晋

の女仙である魏華存は、いま紫虚元君領秩仙公となっている。唐の

女仙謝自然は、いま東極真人となっている。」73）

この説の一部、顔真卿に関する記述は『三教捜神大全』巻七の「北極駆邪院」

に引用されている。注目すべきは、辛漢臣、すなわち辛天君の名が明確に雷

部の神将として見えていることである。しかしこの説は、総体としてみれ

ば、史上の人物に適当に仙界の役職を割り振った感があるのは否めない。

　『道法会元』巻七十に引く『玄珠歌』は、「王文卿撰、白玉蟾註」とされて

いる。ここでは内丹思想と雷法の融合が図られているが、その意図は成功し
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ているとは言い難い。ただ、白玉蟾の註に言う。

三帥とは、鄧・辛・張の三元帥のことである。心は鄧元帥、肝は辛

元帥、脾は張使者である。意が誠ならば張使者が肝に至り、怒れば

辛元帥が心に臨む。火が大いに発すれば、すなわち欻火が降る。こ

れが「三帥化形」ということである。74）

むろん鄧・辛・張などの雷部の天君については、早くから既に道教に取り入

れられていた可能性が高いので、この記述は白玉蟾の説をそのまま反映して

いるものとしてよい。これらの記載から、南宋期にどの元帥が有力であった

かを推察することは可能であろう。

7 ．清微派の経典における雷神
　さらにもう一つ、雷法において重要な派に清微派がある。『清微仙譜』75）

では、第十代とされる黄舜申までの系譜を強調するが、実際に派として盛ん

に活動を始めたのは黄舜申以降のことであるとされる76）。清微派の経典とし

ては、『清微元降大法』77）『清微神裂秘法』78）などがある。もっとも後述す

るように、『道法会元』も実際には清微派、及び正一教の強い影響下のもと

に作られたものである。

　『清微神裂秘法』は、特に選者を記していないが、張守清や張守一の名が

見えることから、元末のものとされる79）。その巻上の「雷奥秘論」では、神

霄と清微の共通性を強調している。「師沠」においては、魏華存・張道陵・

許遜・祖舒などの仙師を列挙する。これはむろん、雷法の諸派と正一系の融

合を意識した配置であると思われる。

　この『清微神裂秘法』で重視されている雷部の神は、苟天君と畢天君であ

る。法を司る神としては、歴代の祖師と普化天尊を中心に据えるものの、実

際の法術で重視されるのは、あくまで苟・畢の二神将である。巻上には次の

ように記す。
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清微主帥上清神烈陽雷神君　苟留吉

清微主帥上清神烈陰雷神君　畢宗遠

この他に見える神将としては、「清都策命符使田仲・九天雷火法令符使陳栄

臣・捷疾符使楊傑」などがある。

　『清微元降大法』では夥しい数の神将が存在する。例えば、巻十三には次

のような記載がある。

帥班

太乙端霊洞耀炎光霹靂風雷元帥　許彦昌（天冠王者状　金甲朱衣執

節朱履）

将班

追風使者　虞仲

追雲使者　郭阜臣

追雷使者　儲烈

追電使者　張臣元

追雨使者　師鋳

追龍使者　湯堅

追催使者　方俊（並交脚幞頭青面朱髪　金甲朱衣皂靴）

太乙月孛流光冲元符使　朱興（金兜鍪面碧三目　金甲朱衣紅履執戟）

太乙五雷伝令符使　丘亮（玄冠面赤　金甲緑衣朱履執戟）

この他、巻十三には、「辛漢臣・江赫冲・秀文英・方道彰・陳華夫・馬鬱林・

郭元皇・田元宗・鄧拱辰・方仲高・張元伯」、「劉彦昌・朱龍延・康春・師亮・

李大淵・尚方」、巻十四には「竇霹初・鄧伯温・辛漢臣・張元伯・劉明・朱興・

荀敷演」などの神将の組み合わせが見える。これらの天君の名が見えるのは

重要であるが、ただあくまで将班の一部を構成するにすぎないことについて

は、留意する必要があろう。

　また巻『清微元降大法』十七の「上清西禁大法」においては、その主とな
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る神将として「趙公明」の名が見られ、鉄鞭に黒虎に跨るという形象が見ら

れる。趙公明は、この他にも多くの法術で主帥となる。また同じく巻十七の

「天罡火雷大法」にはその主帥として、「天罡大聖節度真君」の名が見える。

　これらの記載から見るに、鄧天君や趙元帥などの元帥神の多くは、清微派

において一定の地位を得ていることは間違いないと思われる。

　興味深いのは、時に仏教の神仏が「大元帥」として見られることである。

巻十三の「西極真梵大覚慧妙五雷上経」の部分には、以下のような記載が見

える。

神班

主帥　金吒大聖覚皇上帝能仁智聖天君　壮（即釈迦）

　（略）

副帥　円明威神大元帥通済法海天君　摩尼羅（即龍樹）

すなわちここでは、釈迦仏と龍樹が、道教の神将として元帥神と同じ機能を

果たしている。

　また『清微元降大法』においては、神将たちの形象に、仏教からの影響を

受けたと推察されるものが多くなってきている。まず「三目」や「五目」の

神将が多く見られるようになり、また例えば、巻十四の「霹靂使者」には「風

輪を背にする」「水輪を背にする」「火輪を背にする」というような姿が特徴

的になる。もっとも清微派の想定する神体系については、むしろ『道法会元』

の前半の記載を見るべきであると考えられる。

8 ．『道法会元』と雷法の系譜
　さて『道法会元』は、神霄・天心派などから清微・霊宝派に至るまでの、

多くの諸派の法術を集大成したものである。そして前にもふれたように、こ

こでは多くの元帥神が法術の中心的な地位を占めるに至っている。

　『道法会元』は二百六十八巻もの分量を擁する『道蔵』中でも屈指の大部

の経典である。この書の正確な編書年代は不明であるが、第三十九代張天師
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の張嗣成などの名が見えることから、元末明初に編纂されたものとされ

る80）。

　『道法会元』においては、『清微元降大法』よりも進んで、仏教、特に密教

の濃厚な影響が見られるのが特徴である。例えば、巻六の「玄一碧落大梵五

雷秘法」においては、主法に元始天尊・霊宝天尊・道徳天尊の三清を置きな

がら、将班に「観音大士化身」を配する。巻二百三十の「上清馬陳朱三霊官

秘法」には、軍荼利明王や、哪吒太子の名が見える。また「唵吽吒唎」とい

った陀羅尼系の呪文は、随所で使われるようになり、さらに神将には、「三

面六臂」などといった姿が顕著に見られるようになる。雷法が密教から受け

た影響について、李遠国氏は次のように論ずる81）。

道教の雷法の中には、仏教の唐代密教の修養法が大量に入り込んで

いる。（略）道教の神霄派は大量に密教の真言梵呪を採用し、修真

達霊といった目的に用いている。例えば『先天雷晶隠書』に収録す

る真言密呪は二十余種ほどであり、その中でも最も重要と思われる

のは「天母心呪」だが、それは一字も違わず、密教流伝の「摩利支

天真言」と一致するものである。その主法の神に擬せられているの

は、一つは高上神霄玉清真王長生大帝であり、もう一つは、斗母摩

利支天大聖である。前者は道教の神であり、後者は密教の神であ

る。その主神から、呪文や修法や法術に至るまで、すべてここでは

密教と道教を双方ともに修めるといった姿勢が貫徹している。これ

はすなわち、当時においては道教と密教が互いに融合していること

を示すものと考えられる。

密教との融合のみならず、『道法会元』においては、正一・霊宝・清微・神霄・

天心・地祇・鄷都など、様々な法術の融合が図られている。ただそれらはあ

まり整理されない形のまま取り込まれているため、一見、この経典は非常に

蕪雑であるという印象を受ける。

　以下に『道法会元』各巻とそこに収録される法術の一覧を掲げる。



112

巻 数 編　　　　　　名
1 清微道法枢紐
1 道法九要
2 清微応運
3 清微帝師宮分品
4 清微宗旨
5 清微符章経道
6 玄一碧落玄梵五雷秘法
6 清微妙道雷法
6 霹靂駆蝗大法
7 上清洞明恊神五応大法
7 上清鎮霊福祥大法
7 上清司禁興道大法
8 清微祈祷内旨
9 清微梵炁雷法
10 清微法職品格
11 清微天宝玄経上
12 清微天宝玄経下
13 玉宸登斎符篆品
14 玉宸登斎内旨
15 玉宸錬度符法
16 玉宸錬度符法
17 玉宸錬度内旨
18 清微発遣儀
19 玉宸錬度諸符簡儀
20 玉宸経法錬度儀
21 玉宸経錬返魂儀
21 分胎破穢儀
22 清微玉宸錬度文検
23 清微玉宸錬度文検
24 清微灌斗五雷大法
25 清微灌斗五雷奏告儀
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26 玄霊解厄品
27 玄霊解厄文検
28 清微紫光奏告符法
29 清微祈祷奏告大法
30 紫極玄枢奏告大法
31 玄枢玉訣秘旨
32 上清龍天通明錬度秘法
33 上清龍天明錬度科
34 清微龍天内錬秘旨
35 清微通明錬度文検
36 正一霊官馬元帥大法
36 神捷勒馬玄壇大法
36 地祇上将陰雷大法
36 蓬玄摂正雷書
37 上清武春烈雷大法
38 上清紫庭秘法
38 霊佑忠烈大法

39/40 清微伝度文検
41 清微言功文検
42 清微仕進文検
43 清微保生文検
44 清微禳疫文検
45 清微禳兵劫文検
46 上清神烈飛捷五雷大法
47 神捷五雷祈祷文検

48/49 神捷五雷祈祷検式
50 清微祈晴文検品
51 清微祈雪文検
52 清微駆蝗文検品
53 清微禳郤蛟虎文検品
54 清微謝雷文検品
55 清微治顛邪文検品
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56 上清玉府五雷大法玉枢霊文
57/60 上清玉枢五雷真文
61/62 高上神霄玉枢斬勘五雷大法
63 玉枢斬勒五雷祈祷大法
64 玉枢斬勒五雷大法
65 三炁雷霆諸部聖位
66 雷霆綱目説
67 雷霆玄論
67 雷説
68 雷霆三司祈祷秘訣
69 王侍宸祈祷八段錦
70 玄珠歌
71 虚靖天師破妄章
72 雷霆黙朝内旨
73 天書雷篆上
74 天書雷篆中
75 天書雷篆下
76 汪火師雷霆奥旨序
77 雷霆妙契
78 雷霆妙契
79 雷霆契勘
80 欻火律令鄧天君大法
81 負風猛吏辛天君大法
82 先天一炁火雷張使者祈祷大法

83/87 先天雷晶隠書
88 雷晶使者祈祷行検
89 九天雷晶元章
90 先天一炁雷法
91 雷霆六乙天喜使者祈祷大法
92 先天六一天喜使者大法
93 雷霆三要一炁火雷使者法
94 雷霆欻火張使者秘法
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95 雷霆飛捷使者大法
96 太乙捷疾使者大法
97 上清飛捷五雷祈祷大法
98 九天碧潭雷祷雨大法
99 昊天金闕五雷祈祷秘法
100 雷霆鉄箚召龍致雨符法
101 五雷祈祷行持秘法
102 五雷祈祷符法
103 五雷祈祷大法

104/108 高上景霄三五混合都天大雷琅書
109 混沌玄書
110 混沌玄書大法

111/113 帝令宝珠五雷祈祷大法
114/120 太極都雷隠書
121 南宮火府烏暘雷師秘法

122/123 太上三五邵陽鉄面火車五雷大法
124 上清雷霆火車五雷大法
125 九州社令蛮雷大法
126 九州社令雷法
127 九州社令陽雷大法
128 九州社令陽雷祈祷検式
129 雷霆箭煞年月枢機
130 北真水部飛火撃雷大法
131 石匣水府起風雲致雨法
132 雷霆祈祷秘訣

133/134 太乙真雷霹靂大法
135/141 太一天章陽雷霹靂大法
142/143 太一天章陽雷霹靂大法行遣部
144/145 太一天章陽雷霹靂大法
146 正一忠孝家書白捉五雷大法

147/153 洞玄玉枢雷霆大法
154 混元六天妙道一炁如意大法
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155 混元六天如意大法
156/166 上清天蓬伏魔大法
167 上清天蓬伏魔大法補遺
168 上清天蓬伏魔大法

169/170 混天飛捉四聖伏魔大法
171 上清童初五元素府玉冊正法

172/173 元応太皇府玉冊
174 元景丹天府玉冊
175 元照霊虚府玉冊
176 元和遷教府玉冊
177 元素元輝府玉冊
178 五府冊文正法後序

179/187 上清五元玉冊九霊飛歩章奏秘法
188 太乙火府五雷大法
189 太乙火府奏告心文
190 太乙火府五雷大法
191 太乙火府通神内殿秘法
192 太乙火府通神内殿祈祷秘法
193 太乙火府内旨
194 太乙火府五雷大法行移

195/196 混元一炁八卦洞神天医五雷大法
197 九清太皇府天医八卦洞神五雷大法
198 神霄金火天丁大法
199 金火天丁神霄三炁火鈴歌
200 金火天丁鳳炁紫書
201 金火天丁玉神解関雲篆
202 神霄金火天丁大法
203 金火天丁摂召儀
204 金火天丁起霊受錬儀
205 金火天丁陽茫錬度儀
206 金火天丁召孤儀
207 太極葛仙翁施食法
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208 太極玉陽神錬大法
209 玉陽祭錬文検品
210 丹陽祭錬内旨序
211 天候生煞大法
212 中皇総制飛星活曜天罡大法
213 広霊宣化陳将軍秘法
213 神霄黒虎劉元帥秘法
214 玉音乾元丹天雷法
215 元皇月孛秘法
216 九天玄女竈告秘法
217 紫庭追伐補断大法
218 紫庭追伐補断大法
219 神霄断瘟大法
220 神霄遣瘟送船儀
221 神霄遣瘟治病訣法
222 正一吽神霊官火犀大仙考召秘法
223 上清都統馬元帥駆邪秘法
224 金臂円光火犀大仙正一霊官馬元帥秘法
225 火犀大仙馬霊官大法
226 正一霊官馬帥秘法
227 太一火犀雷府朱将軍考附大法
228 雷府朱帥考邪大法
229 霊官陳馬朱三帥考召大法
230 上清馬陳朱三霊官秘法
231 上清正一三景霊官秘法
232 正一玄壇趙元帥秘法
233 玄壇趙元帥秘法
234 正一龍虎玄壇金輪執法如意秘法
235 正一玄壇飛虎都督趙元帥秘法
236 正一龍虎玄壇大法序
237 玄壇如意大法
238 清微西霊崇明丹華大法
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239 上清沖和妙道昭元五雷玄壇大法
240 正一玄壇元帥六陰草野舞袖雷法
241 雷霆三五火車霊官王元帥秘法
242 豁落霊官秘法
243 南極火雷霊官王元帥秘法

244/245 玉清霊宝無量度人上道
246 天心地司大法
247 北帝地司殷元帥秘法
248 地部金官如意潘将軍秘法

249/250 太上天壇玉格
251/252 太上混洞赤文女青詔書天律
253 地祇法
254 東嶽温太保考召秘法

255/256 地祇温元帥大法
257 東平張元帥秘法
258 東平張元帥専司考召法
259 地祇馘魔関元帥秘法
260 鄷都朗霊関元帥秘法
261 鄷都車夏二帥秘法

262/263 鄷都考召大法
264 北陰鄷都太玄制魔黒律収摂邪巫法

265/266 北陰鄷都太玄制魔黒律霊書
267/268 泰玄鄷都黒律儀格

　膨大かつ蕪雑に見える『道法会元』の内容であるが、その編纂に対しては、

それなりに一定の傾向があるように感じられる。

　まず、清微系の法術の重視が挙げられる。すなわち、『道法会元』巻一の

「清微道法枢紐」から巻五十五の「清微治癲文検」に至るまでは、題名に「清

微」と冠するものが多く、ここからは清微系の法術を特別視する姿勢が窺え

る。

　巻五十六からは、「神霄」「雷霆」「上清」を冠した法術が多くなる。また

巻六十五から巻七十九までは、主として雷法の理論について述べたものが大
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半を占めている。特に巻六十八から巻七十七までは、王文卿・張虚靖・薩守

堅などの雷法の祖師たちの言辞を収めており、その資料的な重要性は高い。

また後半、特に巻二百以降においては、天心・地祇・鄷都などの諸派の法術

が収録されており、ここは民間系の法術を特に配したように思える。例え

ば、巻二百四十六の「天心地司殷元帥秘法」や巻二百五十三の「地祇温元帥

大法」、それに巻二百六十一の「鄷都孟元帥秘法」などがそれである。

　雷法のうち幾つかは、その名称から系譜が伺える場合がある。

　例えば、林霊素の傾向を直接継ぐと思われるのは、「金火天丁」と称され

る幾つかの法術である。この流派は、林霊素－張如晦－陳道一という系譜で

伝えられた82）。

　また「先天雷晶隠書」は、王文卿から上官真人を経て、鄒鉄壁に伝えられ

たとする83）。さらに「九州社令」は、万鼎新－王宗伯－青陽鼎－梁天津－蕭

道淳－劉徳清－王一玄－王明渭と伝授された84）。同様に「太乙火府」「八卦

洞神」なども、それぞれ法術の伝授が想定される。これらについては、スト

リックマン氏の示唆した系譜をより緻密にする形で、李遠国氏が整理を行っ

ている。それによれば、神霄派は、南宋から元において膨大な数の流派を産

み出して発展していった。その多くは、現在では伝統が失われてしまってい

るようである。

　これらの流派を担う者たちが、すべて道士の階層に属した者であったかど

うかは疑わしい。例えば、『道法会元』巻二百五十三に「地祇法」及び「地

祇諸余論」があり、その中で、地祇法を伝える流派が数多く存在したことを

述べる85）。

地祇一司の法は、実にその教を虚靖天師から始める。次に顕化した

のは、天宝洞主王宗敬真官であり、次に青城呉道顕真官、青州柳伯

奇仙官、果州威恵鐘明真人と、相継いで宗師となられた。その後

は、江・浙・閩・蜀・湖・広などの地方で法を嗣ぐ者多く、その姓

名も福・寧の幾人に限られるわけではない。そもそも伝書には石碑

に基づいたものがあり、継いで数多くの流派に流伝していった。す
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なわち、鉄林府地祇・原公夫人廟地祇・五雷地祇・五虎地祇・索子

地祇・十字地祇・四凶地祇・聖府地祇などである。さらに後に蘇道

済派・温州正派・李蓬頭派・過曜卿派・玄霊続派などの流派があっ

た。これらのごときは数えきれるものではなく、多くの支派が存在

したのであった。86）

これによれば、地祇法はすなわち第三十代張天師とされる張虚靖から伝えら

れたもので、王宗敬・呉道顕・柳伯寄などが宗師となり、伝授せられた。し

かしその後数多くの支派が出現し、「鉄林府地祇・原公夫人廟地祇・五雷地

祇・五虎地祇・索子地祇・十字地祇・四凶地祇・聖府地祇」などの諸派が独

自に法を伝えていた。これらの流派の名称を見るに、いかにも民間信仰的な

呼称も目立つ。ある種、これらの法術を使っていたのは、むしろ民間系の術

者であろう。

　これらの数多く存在した流派の全容について把握することは不可能であろ

う。よってここでは、あくまで元帥神の記載を中心に、『道法会元』に現れ

る神の体系について見ていくことにする。

9 ．『道法会元』における元帥（一）―清微・神霄系法術
　さて『道法会元』巻三の「清微帝師宮分品」においては、清微派の神々の

位階表が特に設けられている。ここではまず三清・玉皇上帝・紫微大帝・天

皇大帝・救苦天尊・普化天尊などの道教の正統的な神々が列挙されている。

続けて、北斗・南斗や十一曜などの星神、そして三官大帝・四聖などの名が

見える。当然ながら、中でも「清微宗主真妙化大帝」は中心的な位置を占め

ている。そして「帥将」の部分では、鄧天君をはじめとする元帥神の名が見

える。

元始北極天王天雷轟元　鄧雷君

北極安景令王地雷鎮玄　辛雷君

暘谷太霞霊王水雷環運　張雷君
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九斗陽芒流金火鈴威雷浮光　劉天君

三山木郎大神皓霊　苟神君

上清璇天刑令大神枢機　竇真君

神霄玉都陽雷陰霆西極上将神変　留真君

沖天明道執法仁聖応元真君飛捷　楊符使

飛天妙道威化聖仁神烈真君焚炎　楊符使

妙道沖儀聖仁通華真君雷霆捷疾　朱符使

景霊通道仁聖元妙真君飛捷　楊符使

承天沖和保生聖元明道真君九天沖虚飛雷　安符使

すなわち、鄧・辛・張・劉・苟・竇・劉・楊・朱・安の各天君や使者である。

この後には東嶽大帝はじめ、五嶽の神や四海の神が配される。すなわち、こ

れらの天君は、天界の最後列に位置する。この組み合わせは『清微元降大法』

巻十四にあった竇・鄧・辛・張・劉・朱・荀の諸天君の配列に近い。また、

巻十七では苟・畢二将を重視する。この考え方は『清微神裂秘法』に近い。

　巻二十二「清微玉宸錬度奏申文検」においては、三清・玉帝・紫微大帝な

どに上奏し、神将の助力を請うが、そこに挙げられる神将名は次の通りであ

る。

陽雷神君　苟留吉

陰雷神君　畢宗遠

火鈴大将　劉明

焚炎符使　楊傑（略）

解冤符使　顓悪

陽神　何昌

陰神　喬苟（略）
鄷都追摂元帥　関羽

地祇上将　温瓊
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苟・畢二天君のほか、関元帥や温元帥の名がある。巻二十三では、魏華存と

祖舒を主法とし、温・関の二元帥を中心とする法が幾つか見られる。

　一方で、巻二十六の「清微道法・玄霊解厄品」においては、次のような神々

が中心となる。

主法

清微宗主真元妙化天帝

帥班

北極闓陽掌善使者　楊汝明

北極啓陰察悪使者　耿妙真（略）

掌急奏太一天君　王震（略）

枢霊大神　劉洪

総真使者　龔徳（略）

北極循璇霹靂灌斗暘谷神君　張霊（略）

五都飜解冤結使者　顓悪

清微の主たる妙化天帝に、楊・耿などの二使者が中心となる。ここに見える

顓使者などについては、『無上黄籙大斎立成儀』にもその名が見えている。

　巻二十九の「清微祈祷奏告道法」には、「主将陳元帥」「副将石元帥」とあ

り、『三教捜神大全』に見える石元帥が登場している。石元帥については、

他の儀礼文献でもあまり記載が無いため、その性格はやや捉えにくいものと

なっている。

　巻三十六「正一霊官馬元帥秘法」は、馬元帥を中心とした法術である。馬

元帥は、道教の儀礼文書では、名を「馬勝」とされることが多い。四大元帥

（温・関・馬・趙元帥）の一であり、五顕霊官・華光神と同一視される。こ

こでも主法となるのは、祖舒と魏華存であり、神将としては、正一霊官馬勝

と、それから威光大将馬充とが帥班に当てられている。『道法会元』におい

ては、「馬元帥」は馬勝と馬充の二者が存在する。『三教捜神大全』に見える

馬元帥は、正一霊官馬勝の方を指しており、馬充ではない。
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　同じく巻三十六の「地祇上将陰雷大法」においては、主法を祖舒・魏華存

とし、神将としては温元帥などが中心となっている。

地祇上将亢金昭武顕徳元帥　温瓊

鉄・畢・黒・方四雄上将

薛・徐・許・郝四大猛将

劉・張・趙・史・周五雷使者

聴令郎君小亭侯　張元帥

伝令直符　張使者

温元帥は、名を温瓊といい、やはり四大元帥の一である。『三教捜神大全』

に記載がある。ここでは「地祇上将」としての性格が強調されている。同様

に、巻三十六の「蓬玄摂正雷書」では、魏華存を主法として、神将は関元帥

が中心となる。

轟雷摂正青霊上衛上将　関元帥（名羽）

副帥粛忠　趙将軍（略）

将佐

李貢・張端・劉昇・石盈　四大神将

関元帥は、言うまでもなく後の関聖帝君であり、三国の武将関羽である。四

大元帥の一であり、『三教捜神大全』、及びその前身である『捜神広記』に記

載がある。『道法会元』における関羽は、「鄷都馘魔元帥」と呼ばれ、鄷都法

との関連が濃厚である。

　巻三十七の「上清武春烈雷大法」は、太歳殷元帥を中心としたものとなっ

ている。

上清武春猛吏太歳至徳尊神元帥　殷郊（略）
副将贙神　侯将軍
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亜将鵶鵲　王将軍

通霊報応　蒋使者

毛・趙・耿・郭四大吏兵

神荼・鬱塁大神

黄旙・豹尾大神（略）

殷元帥は、やはり『三教捜神大全』に記載がある。殷元帥は『道法会元』中

では猛吏太歳と称され、時を支配する神として現れる。その姿は「九つの髑

髏を首に掛け、左手に金の鐘、右手に黄鉞を執り、九頭の金牛に乗る」とい

うものである。

　『道法会元』の巻三十八「上清紫庭秘法」では、清微妙化大帝を主に、そ

の神将は「紫庭上将朗英・薛元」となっている。同じく巻三十八「霊佑忠烈

大法」では、「霊佑滅殟忠烈元帥康徳」とあり、康元帥が中心になる。この

康元帥も『三教捜神大全』に記事がある。

　このように、清微系の法術においては、鄧・辛・畢などの雷部の諸天君に

加え、温・関・馬・趙・殷などの多くの元帥が取り込まれていることが分か

る。

　巻四十の奏文には多くの神の名が記されているが、ここに見える神々が、

恐らく清微系の法術で重視されている神将であると言えよう。

欻火律令大神　鄧天君

正令大神青帝　辛天君

行令大神暘谷　張天君

神烈　苟・畢二雷君

流金火鈴　劉天君

捷疾焚炎　楊符使

昌陽閃爍　呉・王二使者

太玄左右　烏・塗二神君

翻解冤結　顓使者（略）
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主水主火　王・趙二将軍（略）

神虎　何・喬二大聖（略）

三元　五道大神

玉陽琰摩羅　朱将軍（略）

斗中　楊・耿二仙使

七元神君

掌急奏灌斗　張神君

玄枢　方符使

太一　王天君

枢霊　劉大神

総真　龔使者（略）

混元都統霊官　馬元帥

天医　許・趙二元帥

百薬　朱・李二仙官

攻炁院　馬・耿二元帥

小翻山　張賢聖

呂・丘・田・何・盧・路諸大功曹（略）

金輪執法　趙元帥
鄷都馘魔　関元帥

地祇上将　温元帥

急報無佞　康元帥

地司猛吏　殷元帥

巨天力士　孟元帥（略）

ここでは、鄧・辛・張・苟・畢などの天君を中心として、『無上黄籙大斎立

成儀』の神位門に近い体系が示されている。ただ、雷部の天君以外では、

関・温・孟元帥などの、地祇法や鄷都法系の神が目立っている。むろん、『清

微神裂秘法』などで重視されている楊符使や顓使者の名も見えている。

　巻四十六の「上清神烈飛捷五雷大法」の神将は、張亜・苟留吉・畢宗遠・
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荘旻の各天君であり、巻四十八の「神捷五雷祈祷検式」の奏文では、張亜・

苟留吉・畢宗遠・殷郊・温瓊・関羽となっている。この上奏を受ける側は、

概して玉皇上帝・玄天上帝（或いは北極四聖）・三官大帝・東嶽大帝といっ

た高位の神となっている。

　ただ、『清微元降大法』『清微神裂秘法』などと、『道法会元』におけるこ

れらの清微法の神体系を比較するに、やはりそこには若干の変化があるよう

に思われる。

　その傾向を概括的に捉えるならば、『道法会元』では、元来清微系の法術

で重視されていた神将、すなわち鄧・辛・張・苟・畢などの天君のみならず、
鄷都法系の神、すなわち地祇温元帥や、鄷都関元帥・孟元帥、また太歳殷元

帥などの元帥神を加えていることが挙げられる。すなわち、この法術が書か

れた時点では、多くの系統の法術の融合がさらに進んでいるものと考えられ

る。

　鄷都系の法術については、先に白玉蟾が「いにしえは無し」と断定してい

たように、新しい、しかも民間系の法術であったと推察される。ただ『道法

会元』の後半部には鄷都系の法術と思われるものも多く収録されている。恐

らく、元から明初にかけての清微派は、こういった民間出自の法術も取り入

れた結果、このような雑然とした神体系に変化していったのではないかと思

われる。鄷都法と地祇法の関係は若干不明な点があるが、温元帥が東嶽大帝

配下の武将であることなどを考えると、鄷都、すなわち地獄と深い関連があ

るものと考えられる。横手裕氏の指摘によれば、地祇法はまた「小鄷都」と

呼ばれ、また鄷都派は別名「鄷嶽」派とも称されることがあった87）。この「鄷

嶽」の「嶽」は、五嶽或いは東嶽大帝に関連するものである可能性もある。

いずれにしろ、これらの法術は冥界に関係するものであった。温元帥・関元

帥・孟元帥などは、本来は元帥神の中でも、冥界神としての役割を強く有す

るものであったのである。この点は、雷部の鄧・辛・張天君などとは性格を

異にする。むろん後世では、このような性格の差異の意識は薄れていく。

　もっとも、『道法会元』には性格を異にする様々な資料が混在していると

思われ、その傾向も、実際には単純に論じることはできない。例えば、巻
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五十から巻六十四までは、五雷法に関連する記載が中心となっており、ここ

に登場する神々の体系は、神霄法の系統を思わせるものである。例えば、巻

五十五の奏文などに登場する神将は、苟・畢・鄧・辛・張の各天君と、王・

呉の二使者のみ、その他の奏文でも、苟・畢二天君と劉天君と天丁力士、ま

たこれに朱将軍などが加わるのみである。

　巻五十六には、「雷霆神位」という神々の一覧表があるが、ここで示され

る雷神も、そのほとんどは伝統的な雷部の神々である。特に巻六十一から巻

六十四を占める「高上神霄玉枢斬勘五雷大法」は、王文卿の序文を有するも

ので、後世の編集があるとはいえ、恐らく古く神霄派の神体系を示すもので

あろう。そこには次のような神将の名が見える。

将班

无上玄皇至尊九天雷首欻火律令大仙都天元帥煙都炎雲帝君大忠大孝

火律令大神　鄧伯温

掌雷霆火光霹靂銀牙耀目提点三界鉄筆演法大判官　辛漢臣

太乙捷兵火雷報応使者　張元伯

総摂大将都雷　程曼卿（略）

雷公　江赫冲（略）

電母　秀文英（略）

風伯　方道彰（略）

雨師　陳華夫

そしてこの後にも五雷・十二功曹などの神が見えるが、あまり鄷都系の神の

名は見えないようである。先にも見たとおり、神霄派の経典においては、ほ

とんど温・関・馬・趙などの元帥神の名が見えなかった。この王文卿作と思

われる「高上神霄玉枢斬勘五雷大法」が、それらの経典と同じ傾向を有する

のは、ある意味では当然と言えよう。

　巻六十五の「三炁雷霆神位」においても夥しい数の神将の名が記されてい

るが、ここにも元帥神の名は少なく、やや古い神体系が記されていることが
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分かる。ここでは「玉枢院」の神として、揚雄と陶弘景の名が見えている。

なお、この神霄系と思われる部分では、陀羅尼に類似した呪文が使われるこ

とが非常に少ない。

　これらのことから、『道法会元』巻四十九までと、それ以降の巻五十から

巻六十五まででは、神体系から見てもかなり内容に差があることが分かる。

或いは、本来巻五十以降は別の経典であったものを、そのまま取り込んだ可

能性も高い。その性格から言えば、巻五十から六十五までは、恐らくその法

術はほとんど神霄系のものである。『道法会元』の編纂を行った過程で、清

微派が自分らの経典類の後ろにあたる部分に挿入したか、或いは、もともと

神霄派の経典があったところに、清微派の経典を前に付加したものかは判然

としない。ただ、巻四十九までが清微派を中心として編集されたものであ

り、巻五十から巻六十五までの経典より、時代的に遅れるものであることは

間違いないであろう。また清微派は、このような作業によって神霄派からの

連続性を誇示しているものと推察される。

　『道法会元』の巻六十六からは、主として雷法の理論面に関する記事が多

くなる。巻六十七の「雷霆玄論」や王文卿の「雷説」、巻七十の「玄珠歌」

などは重要な論説であるが、この部分は神体系についてはあまり記述が無

い。またこの部分においても、陀羅尼系の呪文が少ないことが看取できる。

　巻七十五「天書雷篆下」に含まれる奏文に見える神は、三清・玉帝・普化

天尊・紫微大帝・天罡大聖・三官大帝・北極四聖など、非常にオーソドック

スな体系である。ここで神将として登場するのは、鄧天君・辛天君・張天君・

劉天君・閭元帥・寗元帥・任元帥・苟元帥・畢元帥などである。

　『道法会元』の巻八十からは、一転してまた天君や元帥ごとの法術が多く

なる。

　巻八十は「欻火律令鄧天君大法」であり、その題名の通り、主帥となるの

は鄧天君（鄧伯温）である。この法術は、「領籍上仙披雲楊耕常伝授」とある。

楊耕常は、名を楊爕といい、福建延平の人。劉浩然・許志高の法術を受け継

いだとされる88）。ここで鄧天君は「赤髪金冠、三目青面」「背に肉翅あり」「手

足みな五爪あり」とあるように、典型的な雷公の姿をしている。なお、いず
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れの経典でも雷部の主神とされる鄧天君については、何故か『三教捜神大全』

に独立の項目が見えない。

　巻八十一は「負風猛吏辛天君大法」である。この法は「括蒼鶴渓処然居士

潘松年伝授」とある。辛天君（辛漢臣）は「牛耳幞頭、朱髪鉄面銀牙」とさ

れる。配下の将兵には、蛮雷使者が配されるが、それは「馬鬱林・郭元京・

方仲高・鄧拱辰・田元宗」である。これらの神々の名は、『清微元降大法』

にも見えている。巻八十二は「先天一炁火雷張使者祈祷大法」である。張使

者を中心とし、やはり蛮雷使者などを配下に置く。これは伝授者の名が無

い。

　『道法会元』の巻八十三から八十六までは「先天雷晶隠書」となっている。

これは恐らく、単独の一つの経典として独立していたものと考えられる。李

遠国氏の指摘によれば、この経典は鄒鉄壁を宗師として伝授されたもので、

前の「先天一炁火雷張使者祈祷大法」とも関連があるとされる89）。

　「先天雷晶隠書」には様々な記事が含まれるが、まず主法としては、長生

大帝と摩利支天がおり、師沠においては、汪守真・王文卿・白玉蟾といった

祖師たちが並ぶ。神将としては、鄧天君・辛天君・張天君や、その配下とし

て馬鬱林・郭元京・方仲高・鄧拱辰・田元宗などがある。ただ、ここでは張

天君は、張珏・張雲・張亜の正副三将があるとされる。

　巻八十から巻八十六までの幾つかの経典は、恐らく南宋期に由来するもの

が多いと考えられ、神体系も古いものをよく残している。ただ「先天雷晶隠

書」の後半部、巻八十六のところには、奏文に示される神々の中には、「王

元帥・殷元帥・朱将軍・趙元帥・関元帥・温元帥」があり、或いは後代の記

事の補入があるかとも疑われる。

　巻九十「先天一炁雷法」、及び巻九十一「雷霆六乙天喜使者祈祷大法」、そ

して巻九十二「先天六一天喜使者大法」は、巻八十二の「先天一炁火雷張使

者祈祷大法」と同様、張天君が中心となった法術である。

　巻九十三の「雷霆三要一炁火雷使者法」では、鄧・辛・張の三天君の前に、

「天罡大聖主雷真君馬自奴」及び「河魁大聖節度真君董万春」の名が見える。

天罡大聖の姿は特異で、「披紅髪紅面、三目」「跣足に火車を踏む」とあり、
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また河魁大聖も、「首に十二の髑髏を下げ」「足に水輪を踏む」となっている。

後世、火輪を踏むのは哪吒太子のみが強調されるが、『道法会元』における

神将の多くは、火輪・水輪・風輪・雷輪など様々な「輪」を踏む者が多い。

これらの形象は、恐らく密教の明王の影響を受けているものと考えられる。

なお、これら巻九十四から巻九十七までの諸法は、多くは張天君を中心とす

るものである。巻九十八の「九天碧潭雷祷雨大法」では、鄧・辛・張の三天

君に加え、陶天君の名が見えている。陶天君は「四翅龍爪」といった姿で示

される。巻九十九から巻百三までは、五雷法に関するものが多い。巻百四か

ら百八までの「高上景霄三五混合都天大雷琅書」では、再び雷部の神々の位

階表や、様々な符が示される。

　『道法会元』巻百九から百十までの「混沌玄書」「混沌玄書大法」はいささ

か法術系統を異にするようである。神将は星神が多いが、その神体系につい

てはよく分からない面がある。巻百十一から百十三までの「帝令宝珠五雷祈

祷法」は、正一派の張宗演が伝授したものである90）。この法術は、若干他の

五雷法とは異なる性格を持つものと考えられる。巻百十四から百二十までの

「太極都雷隠書」においては、様々な神が見えるものの、やはり神将の中心

となるのは鄧・辛・張などの天君である。

　『道法会元』は、巻百二十一の「南宮火府烏暘雷師秘法」からは、雷法と

しつつも、若干その性格が変わっていくと考えられる。「南宮火府烏暘雷師

秘法」には次のような神将が見える。これを一連の「南宮火府」系統の法術

と見ても問題は無いだろう。

主法

祖師烏暘雷師　呉真君

将班

南宮火府赤炎洞主烏暘雷師流金火鈴上将　呉元帥明達（略）

上部火輪神将　宋元帥無忌（略）

中部火輪神将　劉元帥炎真（略）

下部火輪神将　劉元帥択先（略）
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流金火鈴大将　楊元帥昌孝（略）

軍師奴利趙侯　黒犬四聖使者（略）

大猪頭使者　劉居安（略）

このうち、一部の神は『無上黄籙大斎立成儀』にも記載があるが、その性格

についてはよく分からない部分が多い。巻百二十二・百二十三の「太上三五

邵陽鉄面火車五雷大法」も、辛天君の名はあるものの、その他は火車大将軍

の「閻不斬・衛貞・任運力・邵陽公弼・鄭徹霊」などの火府の神が中心とな

る。但しここに見える「謝仙火」は、恐らく『三教捜神大全』に見える謝天

君に該当するかと思われる。また宋元帥は、火部の神として重要な存在であ

る。巻百二十三の「五嶽神位」には、五嶽の判官として、「銀牙猛吏辛漢臣」

や「殺鬼大将軍馬勝」などの名も見える。

　巻百二十五「九州社令蛮雷大法」、巻百二十六「九州社令雷法」、巻

百二十七「九州社令陽雷大法」、巻百二十八「九州社令陽雷祈祷検式」は一

連の「九州社令」系の法術である。これは万鼎新を祖師とする派が伝授した

とされる91）。その九州とは、例えば『上清霊宝大法』などの記載によれば、

「冀州・兗州・青州・徐州・梁州・揚州・荊州・予州・雍州」の九つを指す。

社令の神は、城隍神や土地神と同じような職責であると考えられる。「九州

社令蛮雷大法」では、その主法を許遜とし、これを非常に重視する。神将の

筆頭にいるのは、「社令陽雷総管康尭」「社令除雷総管劉徳」「九州社令撃剥

使者呂魁」とある。すなわち康・劉・呂の三元帥である。巻百二十八の「九

州社令陽雷祈祷検式」では、これらの諸将と温・関・馬・趙などの元帥を並

べて記す。

雷首　鄧爕

霆首　辛漢臣

火雷　張珏

雷公　江赫冲

電母　秀文英
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風伯　方道彰

雨師　陳華夫

雲吏　郭士秀

五方万雷使者　馬鬱林・郭元京・方仲高・鄧拱辰・田元宗

社令　楊・孫・洪・朱・馬

洞神　龐霊・劉通

神烈　苟狻・畢獬

霊官　馬勝

白蛇　馬冲

玄壇　趙朗

黒虎大神　皮明

馘魔　関羽

地祇　温瓊

社令　康尭・劉徳・呂魁

『道法会元』には、このように奏文の中において、ある特定の法術に関わる

神将に、さらに温・関・馬・趙などの元帥神を並べるパターンも多く見られ

る。

　巻百三十の「北真水部飛火撃雷大法」は、玄天上帝を主法とする、水部の

神に関わる法術である。この法術においては、歴史上の人物が多く神として

挙げられている。

主法

教主北極佑聖真君玄天上帝

将班

雷霆水部都大判官　張渤（即祠山大帝也）

都部押発使者　鄧禹

水部擒龍大神　壬真一

水部捜龍大神　呉昌
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水部駆龍大神　李順

水部鞭龍大神　王禹臣（略）

興風激浪使者　姜維

鼓風波濤使者　屈平

蒸雲蒸霧使者　趙太平

搏雲作水使者　楽毅

散雲生風使者　蓋勝之

能雨能晴使者　樊世仁

飛霜凝氷使者　白起

剪水結雪使者　辛元礼

収陽降雨使者　孫勝

飛火撃雷使者　丁炳

掣電迅雷使者　呂宜

報事通達使者　龍武周

すなわち、屈原・楽毅・白起・鄧禹・姜維といった歴代の人物が玄天上帝の

配下として、主に雲や雨や雪などを扱う神将として扱われている。さらに、

祠山大帝張渤の名も見える。祠山大帝張渤については『三教捜神大全』にも

記事がある。『道法会元』巻百三十一の「石匣水府起風雲致雨法」は、祠山

大帝を中心とした降雨の法術となっている。

　『道法会元』巻百三十二の「雷霆祈祷秘訣」では、「鄷都行司関元帥・張李

牛頭・嶽主東嶽温元帥・東平威烈通天大元帥・張蕭黄劉王五大元帥」といっ

た記載があり、また巻百三十三・百三十四の「太乙真雷霹靂大法」では、雷

部の神々の一覧が記載されているが、ここでは「使者」とされている趙元帥

などを除いてはあまり他の元帥の姿が見えない。巻百三十二から巻百四十五

までは、「霹靂大法」と題した法術の系統が続くが、三清や玉帝など、神の

体系としてはややオーソドックスなものが示される。なお、ここの奏文で示

される「天枢院」は、単に天界の中心を指している場合が多い。

　巻百四十六の「正一忠孝家書白捉五雷大法」は、「霹靂大法」とは異なっ
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た系統のものであると考えられる。ここでは元帥が重要な役割を担ってい

る。

主法

祖師玉帝御前伏魔上相李真君　漸字清叔（略）

聖位

雷門左伐魔使知南極天枢院事総轄雷霆都司一府二院三司事　苟元帥

（略）

雷門右伐魔使知北極駆邪院事主管雷霆都司軍轄事　畢元帥（略）

四直使者　陳安・劉吉・孫徳・張京（略）

三十六雷七十二考召合属官将

紫虚鬱秀壇合壇官将

雷霆欻火律令　鄧天君

雷霆都督猛吏　辛天君

雷霆飛捷使者　張神君

正一魁神霊官　馬元帥

東嶽地祇上将　温元帥
鄷都馘魔朗霊　関元帥（略）

ここでは、苟天君が南極天枢院を、畢天君が北極駆邪院を統轄し、その下に

多くの元帥神が呼び出されることになっている。これは先に見た『海瓊白真

人語録』巻一における白玉蟾の論とよく重なる部分がある。また苟・畢の二

天君を特別に重視することは、『清微神裂秘法』などの清微系の経典の考え

方に近い。ここで主法とされている李清叔は、南宋期に神霄派の一派を形成

した者である92）。この「正一忠孝家書白捉五雷大法」はその法術の系統を伝

えるものであるが、恐らくは李清叔当時のままではなく、後代に追加された

記事があるものと考えられる。

　巻百四十七から百五十三までの「洞玄玉枢雷霆大法」では、再び「雷霆大

法」と題する。冒頭にこの法術が、白玉蟾に由来するものであることが示さ
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れる。但し、李遠国氏の指摘によれば、これは元の時代に白玉蟾の系統を継

ぐ者たちによって書かれたものであるとされる93）。この法術の中で挙げられ

ている神将は、鄧天君・劉天君・張天君・寗天君・任天君・謝天君・朱天君・

馬使者・郭使者・方使者・鄧使者・田使者である。伝統的な雷部の神々が中

心になっているが、『三教捜神大全』に見える謝天君や朱天君の名が、鄧天

君らとともに記されていることは非常に興味深い。

10．『道法会元』における元帥（二）
　　　―神霄系諸派及び天心・地祇・鄷都系など
　『道法会元』巻百五十四から巻百九十までの「混元六天妙道一炁如意大法」

「上清天蓬伏魔大法」「混元飛捉四聖伏魔大法」「上清童初五元素府玉冊」「上

清五元玉冊九霊飛歩章奏秘法」は、恐らく天心法系統の法術が中心となった

ものである。ここからそれまで中心であった清微系の法術とは明らかに異な

る性格の資料が多くなる。

　まず巻百五十四と百五十五の「混元六天妙道一炁如意大法」では、路大安・

雷時中などの祖師を主法とし、その法術の中心に据えている。雷時中は天心

法を駆使したことで知られた道士である94）。この「混元六天妙道一炁如意大

法」における神将は次の通りである。

主壇大都督青帝天君　辛漢臣

副壇都総管炎帝天君　鄧伯温

混元都総轄霊官元帥　馬勝

雷霆飛捷報応使者　張元伯

東方飛雲激電神王蛮雷使　馬鬱林

南方飛雲激電神王蛮雷使　郭元京

西方飛雲激電神王蛮雷使　方仲高

北方飛雲激電神王蛮雷使　鄧拱辰

中央飛雲激電神王蛮雷使　田元宗

雷公　江赫冲
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電母　秀文英

風伯　方道彰

雨師　陳華夫

雷府管打不信道法大将軍　朱彦明

雷門忠孝査伐魔使　苟翌冲

雷門忠孝右伐魔使　畢山則

八卦洞神天 正将　龐霊

八卦洞神地 副将　劉通

混元行神布炁　馬居仁・耿居一

天医符炁薬針灸砭六職治病仙官

大威徳神通最上減魔顕法小翻山　張賢聖

布炁功曹　閭丘釈・張大用・祝清・孫達・劉定光・張元毅・田輝・

王元・趙欽・張明遠

捉縛枷栲四功曹　何鼐・何燾・何清・何淵

八卦天医主帥　趙邦英

八卦天医副帥　許仙英

直日五雷　田文仲・崔亜文・劉晏・陶公済・高刁

天医百薬退病　李紳・朱子栄

この法術では、奏文の中では玄天上帝を主法とする。蛮雷使者や雷公・電母

などを重視することは、神霄・清微系と変わらないが、ここでは「天医院」

を非常に重視しているのが特徴的である。巻百五十五においては、辛天君や

馬元帥の他、「十大功曹」や「十大太保」などの配下の将も重視している。

十大太保は、ここでは「温玉・李真・鉄勝・劉琦・姚正・張蘊・康応・岳勝・

孟雲・韋彦」の各神将であることになっている。

　『道法会元』の巻百五十六から百七十までを占める「上清天蓬伏魔大法」「混

元飛捉四聖伏魔大法」においては、先に見た『太上助国救民総真秘要』『上

清天心正法』『上清北極天心正法』などの天心系の経典と同様に、北極駆邪

院と四聖・天罡大聖、及びその配下の三十六将などを重視する。



137第三章　道教における元帥神

　「上清天蓬伏魔大法」巻百六十二の符などで重視するのは、飛鷹大将や、

走犬大将などの他、唐・葛・周の天門三将軍などがある。また同巻百六十四

の北極駆邪院に対する奏文においては、北極駆邪院の天蓬・天猷・黒煞・真

武の四聖などの神将が重視されている。そのため、ここで言う「四大元帥」

とは、天蓬・天猷・黒煞・真武であり、温・関・馬・趙ではない。このよう

な神体系は、その前に収録される「混元六天妙道一炁如意大法」とも性格を

異にしており、恐らくはより古い神体系をそのまま残しているのではないか

と推察される。ただ、巻百六十七の符など一部の記載には、殷元帥や趙元帥

などの元帥神の名が見える。この部分には、真武を「玄天上帝」と記す場合

もあり、後の記事の追補があるものと思われる。

　巻百六十九・百七十の「混元飛捉四聖伏魔大法」では、北極四聖を中心と

して、「風・雷・水・火・四大神王」や「崔・盧・鄧・竇四大天丁神将」「温・

李・呉・劉四大通天副将」などが見られ、ここで崔・盧・鄧・竇の四将を北

極駆邪院の配下とすることは、先にみた白玉蟾の『海瓊白真人語録』におけ

る指摘と一致する。巻百八十一の「上清五元玉冊九霊飛歩章奏秘法」には、

神々の一覧が採録されているが、ここに見える神も、唐・葛・周の三将軍な

どオーソドックスなものが多い。

　『道法会元』の巻百八十八から巻百九十四までは、「太乙火府五雷大法」と

それに関連する法術によって占められる。これは劉浩然・許志高などの祖師

が伝えた「太乙雷法」系統の法術である95）。先に見た「南宮火府」と関連が

あるかもと思われる。巻百八十八の序文には、宋咸淳年間の記載がある。こ

こで示される火府の神将を見るに、清微や天心系ともやや異なった神体系を

保持していると考えられる。

火府主将威光掌令総監大神　丘青（略）

副将震雷霹靂行令大神　王成之（略）

散雲飛霧掌令大神　陳一言（略）

運風変化青雷大神　李徳周（略）

誅魔殺鬼馘伐大神　孔明輝（略）
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火雷伐悪大神　崔実（略）

水雷洞耀誅伐大神　周明静（略）

電光普照飛火大神　紀茂卿（略）

駆雷致雨黒雷大神　劉道明（略）

飛雷急捉主律令大神　林康（略）

玄省直符駆雷大神　白伸（略）

三天持奏使者　謝祐（略）

東方雷公　朱靖（略）

西方雷神　劉漠祥（略）

南方雷神　朱徳茂（略）

北方雷神　張未公（略）

中央雷公　楊元昇（略）

雷公大神　孟勝（略）

雷母大神　黄法彰（略）

風伯大神　馬雀（略）

雨師大神　陳元慶（略）

移雲掩日四丁大神　丁文広・丁文義・丁文通・丁文瑩（略）

開壇聴令四大神将　高刀（略）・陶嗣（略）・崔亮（略）・趙公明（略）

ここに見える雷神や風伯・雨師などの神の名は、先に見た清微法や天心法系

統のものとは異なるものである。例えば、「混元六天妙道一炁如意大法」に

おいては、「雷公江赫冲・電母秀文英・風伯方道彰・雨師陳華夫」であり、

これは他の資料にも共通することが多いが、ここではそれぞれ「雷公孟勝・

電母黄法彰・風伯馬雀・雨師陳元慶」となっている。またここで主法となる

丘青・王成之・陳一言といった神将も、後代の、特に民間の資料ではあまり

見られない。この中では、僅かに趙元帥が開壇の神将として登場している。

巻百九十四の「太乙火府五雷大法行移」に、「祖師中天天枢相伏魔許真君」

とあるが、この許真君とは許伏魔、許志高のことである。ここでも、丘・

王・孔・林・謝・白の各神将が中心となっている。
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　『道法会元』巻百九十五から百九十七までは、「混元一炁八卦洞神天医五雷

大法」「九清太皇府天医八卦洞神五雷大法」の「八卦洞神」雷法系統の法術

が採録されている。ここで重視される神将は、龐・劉・陶の三天君である。

主法

雷祖主法妙道上帝

神将

主帥　龐霊（略）

副帥　劉通（略）

主壇　陶公済（略）

八卦大神

乾宮捉鬼天丁　張宏

坎宮縛鬼天丁　黄甫

艮宮枷鬼天丁　丘志

震宮栲鬼天丁　李自明

巽宮斬鬼天丁　趙逢

離宮焼鬼天丁　徐永

坤宮冰鬼天丁　呂清

兌宮圧鬼天丁　余通

龐天君と劉天君については、『三教捜神大全』に記事がある。李遠国氏の指

摘によれば、この「八卦洞神」雷法を奉じたのは張元真を宗師とする一派で

あり、三十代張天師の張虚靖を祖師とするという。この法術の巻百九十六の

後序には、張継先の署名があるが、これは後人の手になるものであろう96）。

ここで示される他の八卦神については、他の資料には詳しい記載が無い。た

だ、先に見た巻百五十四の「混元六天妙道一炁如意大法」においては、龐天

君と劉天君がやはり「八卦洞神」の将となっていた。またここでは、「天医院」

が非常に重視されている。

　巻百九十八「神霄金火天丁大法」から巻二百六「金火天丁召孤儀」までは、
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「金火天丁」系統の法術となっている。巻百九十八の序は陳道一の手による

もので、また巻百九十九においては、林霊素の撰と称する「金火天丁神霄三

炁火鈴歌」を収録する97）。そのため、この法術は林霊素の伝統を直接継ぐも

のと見なされ、これを非常に重視する向きもある。神将としては、ここで重

視されているのは、「天丁」である張天君である。さらに配下の将として「火

鈴童子」を配する。いずれも張姓である。またここでは、元聖天尊・救苦天

尊・度命天尊の三天尊を主神とする。

　巻二百七「太極葛仙翁施食法」と二百八「太極玉陽神錬大法」では、葛仙

翁を重視するが、神将についてはそれほど目立つ記載が無い。巻二百九「玉

陽祭錬文検品」では、様々な奏文を採録するが、三官大帝に対するもの、北

陰鄷都玄天大帝に対するもの、水府扶桑大帝に対するもの、東岳大帝に対す

るものなどがある。さらに地祇に対するものがあり、ここでは温元帥とその

配下の将が重視されている。巻二百十の「丹陽祭錬内旨序」は王玄真の序文

があり、また末尾には元末の道士張雨の署名がある98）。

　『道法会元』巻二百十一は、「天罡生煞大法」であり、天罡大聖を中心にし

た法術となっている。巻二百十二の「中皇総制飛星活曜天罡大法」は、「運

用秘訣」を王文卿の述とする。主となるのは天罡大聖であるが、配下の神将

に、「五方大神王」や「摩尼大力火輪金剛・万丈鳩羅大力火輪神将・乾羅飛

天火車元帥・地軸希盧火馬猛将」などの名が見える。巻二百十三は「広霊宣

化陳将軍秘法」で、陳元帥を主とした法術である。またこれには、劉元帥を

主とした「神霄黒虎劉元帥秘法」が付されている。

　『道法会元』巻二百十四の「玉音乾元丹天雷法」は、『道法会元』の中でも

特異な性格を持つ法術であり、密教系呪術の影響が強く感じられるものであ

る。まず「教主梵炁天皇天父大帝」は「人首蛇身にて紅髪金眼」であり、「法

主帝釈阿伽地皇天母大帝」は「人首蛇身にて緑髪銀眼」であり、「法主雷祖

大帝斗母紫光金尊」は「三頭六臂にて両手に日月を捧げ持ち、また別の両手

には弓箭を持ち、また別の両手には降魔鈴杵を持つ」という形象である。ま

た斗母は七頭の猪の牽く輦に乗る99）。そして神将の「玉梵尊天嘍囉王」と「妙

梵尊天伽囉王」はともに「西蕃人」であるとされ、これが鄧天君・辛天君・
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張使者と併置されている。巻二百十五の「元皇月孛秘法」は月孛雷君を、巻

二百十六の「九天玄女竈告秘法」は九天玄女をそれぞれ中心とした法術であ

る。ただこれらの諸法と元帥神の関連は希薄である。

　巻二百十七から巻二百十八の「紫庭追伐補断大法」では、天心系法術の色

を強く打ち出したものとなる。

主法

北極法主天蓬都元帥蒼天上帝

華蓋祖師人天教主孚佑顕霊　浮丘真君

華蓋祖師妙道教主正佑妙霊　王仙真君

華蓋祖師克誠教主顕佑威霊　郭仙真君

主帥

紫庭追風神王天皇主法四目老翁　陳元帥（略）

紫庭追雷神王天皇主法高刁北翁　唐元帥（略）

紫庭追火神王天皇主法素梟三神　薛元帥（略）

紫庭追水神王天皇主法長顱巨獣　宋元帥（略）

すなわち、華蓋山の三真君に、陳・唐・薛・宋の各元帥を加えたものとなっ

ている。副将には、趙元帥や馬元帥などの名も見える。法術では北極駆邪院

と上清天枢院を重視する。

　巻二百十九「神霄断瘟大法」と巻二百二十「神霄遣瘟送船儀」及び巻

二百二十一「神霄遣瘟治病訣法」では、治瘟の神将たちがクローズアップさ

れる。ここで重視されているのは、鉄・陳・姚・徐の各元帥である。ただ「神

霄遣瘟送船儀」では、太歳殷元帥と副将の王・蒋二将などを主とする。

　『道法会元』巻二百二十二「正一吽神霊官火犀大仙考召秘法」から、巻

二百二十六「正一霊官馬帥秘法」までは、すべて霊官馬元帥が中心となった

法術が集められている。

　「正一吽神霊官火犀大仙考召秘法」における馬元帥の姿は、火神であり、

金槍・金磚を持ち、足に火輪を踏むというもので、これは『三教捜神大全』
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や後の小説類に見えるものと一致する。また呪の中に「華光五通」という文

句も見え、華光や五顕神との同一視もすでに行われていることが推察され

る。ただ馬元帥それ自体の由来については、例えば『三教捜神大全』や『南

遊記』に見えるような詳しい故事は語られていない。配下の将としては、別

の法術にも見えていた白蛇大将の馬充、それに温賛・王靖・席言・黄用の四

将がある。巻二百十五「火犀大仙馬霊官大法」では、馬元帥を中心として、

その他に陳・朱・蕭・鄭の各元帥を併記する。朱元帥は続く巻二百二十七の

「太一火犀雷府朱将軍考附大法」で法術の主となっているが、陳・馬・朱の

三元帥を火府の霊官としてひとまとめに扱うことも多い。巻二百二十九の

「霊官陳馬朱三帥考召大法」から巻二百三十一「上清正一三景霊官秘法」ま

では、まさにこの陳・馬・朱の各霊官を中心とした法術である。

　「太一火犀雷府朱将軍考附大法」の「雷奥序」によれば、朱元帥はもと殷

の紂王の時代の官吏であったが、太華山に隠れ、天界の将となった。朱霊官

は、天下の「正道を信ぜざる者を打つ」とされ、別に「打不信道法」の称が

ある。この法術は盧埜の一派が伝えたもので、また盧はこれを張虚靖から得

たとする100）。盧埜は劉玉にこの法を伝えた。劉玉は先に見た「神霄金火天

丁大法」の伝授にも関わっている。朱元帥については、『三教捜神大全』に

も伝があるが、かなりその由来については異なっている。また朱元帥の名に

ついては、時に「朱彦」とし、時に「朱僧奇」とするなどして一致しない。

　『道法会元』巻二百三十二「正一玄壇趙元帥秘法」から巻二百四十「正一

玄壇元帥六陰草野舞袖雷法」までは、趙玄壇を中心とする法術である。「正一

玄壇趙元帥秘法」の冒頭で、趙元帥について語られる。それによれば、趙元

帥は名を朗、一名を昶、字は公明。終南山の人。秦の時に世を避けて山中に

入って修養に努め、玉帝から元帥に封ぜられた。その姿は、虎に跨り、鉄の

冠に鉄鞭を執るというものであった。初代天師張道陵が丹を錬っていた時に

これを守護したという。また龍虎山の守護にも当たる。ここをもって「正一」

の称があるようだ。その配下の将には、「八王猛将」がいる。その八名とは、

呉宛・唐開・譚超・王賓・雷轟・龔狠・張彪・何魁である。また別に配下と

して二十八将・六毒大神・五路大神・八猖大神などがいるとされる。このう
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ち二十八将については、鄧禹や呉漢など、全く後漢の光武帝の二十八将が充

てられている。また実在の将であった白起と伍員などもその配下とする。

　趙元帥については、『三教捜神大全』に記載があるが、その由来などにそ

れほど差異は見られない。また、この中で特筆すべきは巻二百三十四の「正

一龍虎玄壇金輪執法如意秘法」であろう。この法術中では和合神や招財童

子・進宝郎君などが呼び出され、完全に招財のための法術となっている。趙

玄壇はむろん財神としての性格を強く持っているが、『道法会元』の中でか

くもその機能が強調されることは珍しいと言ってよい。これも恐らく、この

法術が民間系出自であることを示していよう。

　巻二百四十一から巻二百四十三までは、「雷霆三五火車霊官王元帥秘法」

であり、王霊官を中心とした法術になっている。『三教捜神大全』には王霊

官と薩真人の故事が見えているが、この「雷霆三五火車霊官王元帥秘法」で

も、その主法となるのは師にあたる薩守堅である。王元帥の姿は、「左手に

火車を持ち、右手に金鞭を執る」というものであるが、ここでは有名な三眼

ではないことになっている。王霊官の配下の将としては、陳元帥・丘元帥・

畢元帥などがある。

　『道法会元』巻二百四十四と二百四十五の「玉清霊宝無量度人上道」は、

具体的な法術ではなく、理論的な面に関する叙述となっている。まず霊宝派

の系譜を示し、また寗全真・林偉夫の伝を記し、様々な訣を提示する。この

部分においては霊宝派の非常にオーソドックスな体系が示される。またこの

部分には陀羅尼系の呪文はほとんど見られない。

　巻二百四十六の「天心地司大法」と巻二百四十七「北帝地司殷元帥秘法」は、

太歳殷元帥を中心とした法術である。殷元帥については『三教捜神大全』に

伝があるが、その「殷の太子であった」という伝承はここでは見えない。た

だ、その師とされる申真人については、この「天心地司大法」においてもそ

の主法とされている。この法術の序文には、南宋咸淳年間の彭元泰の署名が

ある。その序には北帝神の勅により殷元帥が妖邪を退治したことを述べる。

主法となっているのは、申霞と廖守真の両真人である101）。この法術では北

帝神を重視することから、天心系統の性格を感じさせる。ただ他の天心系の
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法術の記載とはやや齟齬する面もある。太歳神の配下には、「七十二候主

将・二十四炁主将・金鐘黄鉞大将・黄旛豹尾大将」などがある。これらは太

歳の部下らしく、時間に関係するものが多い。同じく殷元帥が主となった巻

三十七の「上清武春烈雷大法」とも共通する点が若干存在する。巻

二百四十八は「地部金官如意潘将軍秘法」である。この潘将軍は、或いは白

玉蟾の言にあった潘元帥か。この法では、潘・許・鍾の三元帥が主となって

いる。

　『道法会元』巻二百四十九から巻二百五十の「太上天壇玉格」は、神々の

職種と規律について記す。次の巻二百五十一から巻二百五十二の「太上混洞

赤文女詔書天律」においても、天界の規律についての記述がほとんどである。

なお、ここでは天枢院と駆邪院の役割を非常に重視している。

　巻二百五十三から巻二百五十六は地祇法系の法術であり、温元帥を中心と

するものである。巻二百五十三の「地祇法」の序文には劉玉の署名がある。

劉玉は先に見た「神霄金火天丁大法」や「太一火犀雷府朱将軍考附大法」の

伝授にも関わるものである102）。劉玉は地祇法を黄公瑾に伝えたとする。地

祇法の後跋には黄公瑾の署名があり、南宋咸淳十年（一二七四）との記載が

ある。巻二百五十四「東嶽温太保考召秘法」によれば、温元帥は名を温瓊、

東嶽大帝の部下である。温元帥の姿は、青面金眼の獰猛な様子であり、配下

には、崔・盧・鄧・竇の四将がいるとされる。北極駆邪院の本来の神将であ

る四将が、ここで温元帥の配下となっているのは興味深い。また、巻

二百五十五の「地祇温元帥大法」では、その主法は張虚靖となっている。

　『道法会元』巻二百五十七「東平張元帥秘法」と巻二百五十八「東平張元

帥専司考召法」は、張元帥を中心とするものである。張元帥は、唐代の人で

名は張巡。この法術で副帥となる許遠と共に『旧唐書』忠義伝に収録された

人物である。またさらに、「東平張元帥専司考召法」で配下の神将とされる

雷万春・南斉雲などもやはり忠義伝に記載がある。このほか、温・李・鉄・

劉・楊・張・康・岳・孟・韋の十太保もその部下であるとされる。なおこの

法でも主法は張虚靖であり、前の「地祇温元帥大法」との共通性を感じさせ

る。また張元帥の姿は、「青鬼面、朱髪」であり、狼牙棒を持つ姿で現され
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る。ここで注意したいのは、狼牙棒を持つのは後世ではむしろ温元帥の特色

であることだ。

　巻二百五十九「地祇馘魔関元帥秘法」と巻二百六十「鄷都朗霊関元帥秘法」

は、それぞれ関元帥を中心とする法である。この「鄷都朗霊関元帥秘法」に

おいても、その主法となるのは張虚靖である。後でこれについては別途考察

するが、張虚靖と関羽の関係は密接なものがあり、そもそも関羽が神として

考えられるようになったのは、張虚靖が原因と言ってもよい。

　関元帥の姿は、「重棗色面、鳳眼、三牙鬚、髯一尺八寸」であり、「大刀を

持ち、赤兔馬に乗る」というものである。すなわち、後の関帝の形象とほぼ

同じである。「地祇馘魔関元帥秘法」に付す「事実」には、張虚靖と関元帥

の関係を記し、末尾には陳希微の署名がある。陳希微は『茅山志』巻十六に

よれば北宋徽宗の頃の人である103）。関元帥の副将となるのは、「地祇馘魔関

元帥秘法」によれば、「清源真君趙昊」及び「飛天八将」となっている。清

源真君はまた「清源妙道真君」とも記される。すなわちこれは二郎神、すな

わち「清源妙道真君趙昱」のことであると思われるが、これと「禁将趙旻」

との関係がやや明確ではない。飛天八将は、先に見た白玉蟾の言にあった

「八将」のことであると思われる。また関元帥の子である関平の名が見え、

また後に関帝の従神として有名な周倉は、ここでは「周昌」と書かれる。或

いはこれは漢初の臣である周昌を指すか。すると周倉自体が、周昌を来源と

する神である可能性も考えられる。

　ここで関元帥の法術に、「地祇法」と「鄷都法」の両者が存在することは、

恐らく両者がほとんど同類の系統に属するものであることを示唆するものと

考えられる。そもそも、地祇温元帥・地祇張元帥・鄷都関元帥が続いて配さ

れること自体が、その近似性を示していよう。そもそも鄷都系の神は冥界の

神であり、「鬼」としての性格が強い。恐らくは民間出自の法だと思われ、

また白玉蟾が「いにしえは無し」と称したように、神霄や天心系に比べて、

やや新しい層に属する法術だと思われる。

　これに続いて巻二百六十一「鄷都車夏二帥秘法」も鄷都系の法術となって

いる。ここで中心になる神将は車・夏の二元帥である。主法は北陰鄷都玄天
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大帝である。これは北極紫微大帝と同一視されている。車・夏元帥の配下の

将としては、石使者・劉使者・鮑使者などがある。またこの法に続いて付さ

れる「鄷都内台考召秘旨」では、孟元帥が中心となっている。

　注意すべきは、『道法会元』では「北帝」といった場合、法術によって比

定される神格が変わることである。それは「北帝煞鬼之法」の旧来の「北帝」

である場合もあれば、北陰鄷都大帝を指すか、また北極紫微大帝か、玄天上

帝であることもある。しかもこれらは截然と分けることが難しく、この場合

のように神格の概念が重なり合うことの方が多い。また、その冥界の主宰神

としての特色は、時に東嶽大帝や十殿閻王とも重なることがある。

　『道法会元』巻二百六十二から巻二百六十三までの「鄷都考召大法」と、

巻二百六十四「北陰鄷都太玄制魔黒律収摂邪巫法」、それに巻二百六十五か

ら巻二百六十六までの「北陰鄷都太玄制魔黒律霊書」、及び巻二百六十七か

ら二百六十八までの「泰玄鄷都黒律儀格」は、すべて鄷都系の法術で占めら

れている。巻二百六十八は同時に『道法会元』の最後の巻でもある。

　「鄷都考召大法」においては、「北帝煞鬼之法」以来の鄷都の六宮が示され

る。次に戴・韓・焦・馬・宗・関・烏・屠・車・夏などの神将が記されるが、

いずれも冥界の将という形である。「鄷都八将」はここにおいても強調され

ている。関元帥や馬元帥の地位はここではかなり低いようである。白玉蟾の

言などから推察するに、どうもこの「鄷都考召大法」の方が、鄷都法のやや

古い姿を伝えているように思える。

　「北陰鄷都太玄制魔黒律収摂邪巫法」は、盧埜の編、徐必大の注とされて

いる。盧埜は先にも見た通り、劉玉の師であり、幾つかの法術の伝授に関わ

っている104）。ここではむしろ天蓬元帥が主となる。ここでは陀羅尼系の呪

文がほとんど見られず、鄷都法のより古い姿を保持しているものと思われ

る。「北陰鄷都太玄制魔黒律霊書」は、「魏伯賢修、鄭知微序次」とされる。

またさらに盧埜によって書かれている箇所がある。ここでは、新旧の要素が

混じっており、そこでは若干神格の性格に相違が見られると考えられる。た

だ中心になるのは、やはり北帝と北極四聖、それに八将などの些か古い層に

属すと思われる神格である。



147第三章　道教における元帥神

11．『法海遺珠』に見える元帥神
　『法海遺珠』105）は、『道法会元』とほぼ同じ性格を持つ、様々な派の雷法

を集大成した経典である。ただ全てで四十六巻と、『道法会元』に比してそ

の分量は少ない。とはいえ、道教経典としてはかなり大部の経典に属する。

　以下に、全四十六巻の各編と収録される法術について記す。

巻 数 編　　　　　　名
1 神霄十字天経
2 洞玄秘旨
3/4 太乙火府秘法
5 太乙火府秘旨
6 三宮内旨
7/8 九天雷晶使者梵炁隠書機法
9 太極雷隠秘法
10 神霄上道
11 雷機玄秘
12 璇璣建壇祈告次序
13 玄霊黙告秘文
14 告斗求長生法
15 奏伝混錬法式
16 雷霆諸帥秘要
17 南院火獄大法
18 九天魁罡雲路追捉三陣大法
19 九天魁罡黄龍奪命秘法
20 召紫姑仙法
21 混合五雷内修
22 五雷総摂
23 鄧帥大神九変欻火符法
24 大洞飛捷五雷大法
25 五雷迭運妙法
26 策役社令玄秘
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27 金闕先生家書秘文
28 総召蛮霊符秘
29 上元重明九斗陽茫火鈴符法
30 太歳秘法
31 九陽上将劉天君秘法
32 北帝四聖伏魔秘法
33 北帝御前小四聖秘法
34 紫微玉音召雷大法
34 雷門左右伐魔使苟畢二元帥法
35 太歳武春雷法
35 斗口魁神霊官秘法
35 十七字霊官秘法
36 神霄都督金輪執法趙元帥秘法
36 三天風火独雷大法
36 雷電地祇秘法
37 紫霄護法五雷黒虎劉大神法
37 青玄地雷主令温元帥変用秘法
37 斬勒飛捷火雷使者大法
38 雷霆辛都督秘法
38 天罡統首逐凶退土符法
39 鄷都西台朗霊馘魔関元帥秘法
40 六一飛捷秘法
40 先天一炁火雷使者秘法
41 無上混沌一炁天書
42 太上穣告心奏秘文
42 司命祈禳大法
43 太玄煞鬼関帥大法
43 地祇温帥大法
44 糾察地司殷帥大法
44 雷箭大法

45/46 紫宸玄書



149第三章　道教における元帥神

　その正確な編纂の時期は不明であるが、巻四十五の章舜烈の序には元至正

年間の年号があり、恐らくはそれ以降、元末明初の成立であるとされる106）。

『法海遺珠』は『道法会元』と似た内容を持つものの、若干異なる部分もある。

例えば巻十四では、法を司る師として、鍾離権や呂洞賓、それに白玉蟾など

の名を挙げる。ここでは所謂南宗系の祖師たちと、雷法の神将が併置されて

いる。恐らく『法海遺珠』ではかなり白玉蟾の法系を重んじているものと推

察される。

　以下では、『法海遺珠』の各法について、元帥神を中心として見てみたい。

　まず『法海遺珠』の巻一「神霄十字天経」では、主として白玉蟾を挙げ、

その神将には、劉天君を中心に、閭元帥・張天君・寗元帥・任元帥などがあ

る。これは『道法会元』の巻七十五「天書雷篆下」に挙げられた人員とよく

似ている。

　巻三から巻五には「太乙火府秘法」「太乙火府秘旨」があり、すなわち「太

乙火府」雷法の系統の法術となっている。主としては道徳天尊・陳希夷・劉

通玄などの真人が挙げられる。その神将は次の通り。

太乙火府主法都総管　李元君

主法太乙都総　祝元君

主将　丘青　副将　王成之

雷神　陳一言　青雷　李徳周

馘伐　孔明輝　火雷　崔実

　（略）

すなわち『道法会元』の巻百八十八から巻百九十四までの「太乙雷法」系統

のものと、ほぼ同じ神将が見られる。

　巻六の「三宮内旨」では、天蓬元帥と天罡大聖、そして辛天君が重視され

ている。巻七と巻八の「九天雷晶使者梵炁隠書機法」は祈雨の法を中心とす

る。巻九の「太極雷隠秘法」も同じような性格を持つ。ここでは普化天尊や

張使者の名が見える。巻十「神霄上道」から巻十三「玄霊黙告秘文」までは
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かなりオーソドックスな符呪の法が見える。

　巻十四の「告斗求長生法」では、先にも少しふれたように、その師法とし

て、「太極真人王行真・伝道真君鍾離権・内輔真人鄭思遠・霊宝真君呂巌・

通玄真人張果・清定真人白玉蟾」の名が見える。『法海遺珠』の一部に全真

系の影響があることは、ここから顕著に見て取れる。

　巻十五の「奏伝混錬法式」では、奏文の中に多くの元帥神の名が見える。

まず鄧天君・辛天君、それに謝天君などである。そして馬元帥・温元帥・趙

元帥など、数多くの元帥の名を連ねる。ここでも、北極駆邪院と南極天枢院

は対置されて置かれているものと考えられているようだ。

　巻十七は「南院火嶽大法」は、宋元帥を主とする法である。

主将　宋元帥無忌（略）

副将　許元帥汲

五方追捉大将　趙元帥公明（略）

弁邪大将　陳将軍

焼鬼大将　劉将軍

斬頭瀝血大将　龔将軍

すなわち、『道法会元』巻百二十一の「南宮火府」系統の神将と近い。

　『法海遺珠』巻十八「九天魁罡雲路追捉三陣大法」では、「徐守忠・江巨源・

翟世寧・趙子玉・朱雲・朱青」などの神将が見える。また巻十九「九天魁罡

黄龍奪命秘法」では、「金子珏・宋無忌」などを主とする。巻二十は「召紫

姑仙法」である。

　巻二十三「鄧帥大神九変欻火符法」、巻二十四「大洞飛捷五雷大法」及び

巻二十五「五雷迭運妙法」では、鄧天君・辛天君・劉天君と、それに五雷使

者を重視する。主に雷部の天君が中心となるものである。

　巻二十六「策役社令玄秘」では、次のように、雷部の天君と温元帥・関元

帥などを併置する。
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主壇八十一天欻火律令大神　鄧伯温

監壇太一捷疾直符使者　張元伯

監壇太一捷疾直符使者　許先定

総轄三界九州社令雷神主者　蒋沢

主帥九天雷声普化大神　宋光沢

副将東嶽主令司駆陰雷大将　関羽

九州社令雷神

揚州社令　鄒混

掌駆悪伐大将　温瓊

この法は、中に「九州社令」という記述が見えることからも分かるように、

「九州社令」系の法術である。よって『道法会元』巻百二十五から巻

百二十八の、一連の「九州社令」系の神体系と酷似する。

　『法海遺珠』巻二十七の「金闕先生家書秘文」は、北極四聖を重視する。

しかし前半では、玄天上帝を強調する記載が目立つ。恐らく、元来は四聖中

心の法術であったものが、後に玄帝の部分がクローズアップされるに至った

ものであろう。ここではまた、唐・周・葛の三将軍も重視されている。

　巻二十八「総召万霊符秘」に見えている「崔子文・史珪璋・羅輝・景耀」

のうち、崔・史の両神将については、王氏『上清霊宝大法』の巻三十九に記

載がある。この「総召万霊符秘」には辛天君や蒋使者の名も見える。『法海

遺珠』巻二十九の「上元重明九斗陽茫火鈴符法」は、鄧天君を中心とする法

である。

　『法海遺珠』巻三十「太歳秘法」では、太歳殷元帥を重視する。巻三十一

の「九陽上将劉天君秘法」では、劉天君を主帥に、閭・張・寗・任の四大天

君を副将に配する。

　巻三十二は「北帝四聖伏魔秘法」で、天蓬・天猷・黒煞・玄武を主とする。

元代の資料であるためか、「真武」ではなく、「玄武」と書かれることが多い。

内容的には『道法会元』巻百六十九・百七十の「混元飛捉四聖伏魔大法」と

共通する部分も多い。
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　『法海遺珠』巻三十三「北帝御前小四聖秘法」では、神将として、「無面目

大将軍陳勝・瀝血大将軍呉広・攧撲大将軍炅容・元神大将軍耿温」の四将が

重視されている。すなわち、秦末の陳勝・呉広が神将とされており、北極紫

微大帝の配下となっている。巻三十二の後半では、朱元帥や秦元帥といった

神将の名が見える。

　巻三十四は「紫微玉音召雷大法」と「雷門左右伐魔使苟畢二元帥法」から

なる。前半の「召雷大法」の主法は次の通りである。

主法

祖師西河救苦妙道一元無上薩君真人

将班

雷霆欻火律令大神　鄧天君　名爕

雷霆猛吏都督大神　辛天君　名志

副帥南方火鈴大将　宋元帥　名無忌

副帥北帝曠野大神　竇元帥　名勝

すなわち、薩真人を中心に、鄧・辛・宋・竇の雷部元帥が神将となる。また

後半部では、同じく雷部の苟・畢の二元帥が中心となっている。『道法会元』

の「雷霆大法」などの系列に近いものか。

　『法海遺珠』巻三十五は、「太歳武春雷法」「斗口魁神霊官秘法」「十七字霊

官秘法」からなる。前半の「太歳武春雷法」は太歳殷元帥を主とし、「斗口

魁神霊官秘法」「十七字霊官秘法」では馬元帥を中心とする。巻三十六は「神

霄都督金輪執法趙元帥秘法」「雷電地祇秘法」からなり、それぞれ趙元帥・

温元帥を主とする。

　巻三十七は「紫霄護法五雷黒虎劉大神法」「青玄地雷主令温元帥変用秘法」

「斬勘承旨飛捷火雷使者大法」からなる。それぞれ劉元帥・温元帥・張使者

を主とする。「紫霄護法五雷黒虎劉大神法」主法としては玄天上帝が当てら

れている。またここでの温元帥は鞭を手に執る。巻三十八は、「雷霆辛都督

秘法」「天罡統首遂凶退土符法」からなる。前半では辛天君が、後半では趙
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元帥が主となっている。

　『法海遺珠』巻三十九「鄷都西台朗霊馘魔関元帥秘法」では、関元帥が法

術の中心となる。配下の将としては、「魏・焦・魯・曾・馬」の諸将と「韋・

劉・王・孟・車・夏・劣・桑」の八煞大将の名が見える。『道法会元』巻

二百五十九「地祇馘魔関元帥秘法」と巻二百六十「鄷都朗霊関元帥秘法」な

どと共通する面は多い。いずれにせよ、地祇鄷都系の法術であると考えられ

る。

　『法海遺珠』巻四十は「六一飛捷秘法」であり、張天君と六丁使者を中心

とする。ここでは九天玄女神が重視されている。

　巻四十一「無上混沌一炁天書」と巻四十二「太上穣告心奏秘文」では、こ

れまでとやや毛色の異なる、雷法と内丹・符呪を融合させた法術が展開され

ている。

　巻四十三の前半は、「太玄煞鬼関帥秘法」であり、鄷都馘魔関元帥を中心

とする。後半は「地祇温帥秘法」で、地祇温元帥を神将とする。ここでは、

天師張虚靖を師とする。ここで温元帥の部下とされている将は、「鉄・畢・

黒・方・劉・張・趙・史・周」の各元帥で、所謂十太保とは若干人員が異な

っている。巻四十四「糾察地司殷帥大法」では、太歳殷元帥を主とし、その

配下としては、「蒋使者・盧明・李仲文・関隆・陳橐畿・宮文王・張宗義・

西門豹・呉正文・劉忠・宋文行・韓宝」などの将が挙げられている。
　『法海遺珠』巻四十五・巻四十六の「紫宸玄書」では、恐らく章舜烈の派

独自の法術が展開されていると思われ、ここに見える神将は些か『道法会元』

に見えるものとは、体系が異なっている。法系として、「祖師董飛霞・一代

方真人・二代厳道隆・三代郭応岐・四代章元長・五代章舜烈」という系譜が

示され、神将としては、「趙光淵・毛尾・童立羊・熊世勝・鄧行文・李史近」

などの元帥が挙げられている。

　総じて『法海遺珠』の法術は、『道法会元』に比して記載が簡略な傾向が

ある。またその神体系は、重なる部分も多い一方、雷部の元帥や地祇鄷都系

の神が強くなっているように思われる。また一部に全真系の神体系が取り入

れられている点は注意すべき点であろう。
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12．その他の元帥に関わる経典について
　『道法会元』や『法海遺珠』以外にも、元帥神に関連する経典は『道蔵』

の中に幾つか存在する。

　まず、洞真部に収録する『太乙火府奏告祈祷儀』107）及び『清微玄枢奏告

儀』108）である。『太乙火府奏告祈祷儀』は北極四将を中心にしたややオーソ

ドックスなものであるが、『清微玄枢奏告儀』には王元帥・龔元帥・劉元帥・

楊使者・耿使者などの神将の名が見える。

　正一部『鄧天君玄霊八門応報内旨』109）は、鄧天君に関連するものである

が、書中で温元帥に言及する。洞神部の『地祇上将温太保伝』110）は、温元

帥の伝である。これは黄公瑾の撰になるもので、また『温太保伝補遺』が含

まれる。

　『道法会元』に類すると思われるものの、やや毛色の異なる経典に『貫斗

忠孝五雷武侯秘法』111）がある。ここは諸葛孔明を主法とし、関羽・張飛・

馬超・黄忠・趙雲といった三国物語で著名な武将たちを神将として扱う。し

かしその中身はほとんど雷法の記述で占められている。恐らく元代に発展し

た三国物語の影響のもとに作られたものであろう。

13．道教における元帥神信仰の発展
　以上、『三教捜神大全』に記載のある元帥神を中心に、『道法会元』やその

他の経典の内容について、やや詳しく検討した。南宋から元において発展し

てきた道教の神将については、様々な流派において造作された結果、その数

は膨大なものとなり、『三教捜神大全』に反映されているものはそのごく一

部に過ぎないと理解すべきであろう。そして、神霄派など、初期の雷法にお

いては、必ずしもすべての元帥神が重視されているとは言えず、特に温元帥

や関元帥などは、やや遅れて元帥神の列に参入したものであると考えられ

る。ただ、現在の道教の儀礼文書や、民間の法術儀礼においては、冒頭に見

たようにかなりの数の元帥の名が見える。現在使用されている儀礼書の多く

は、『道法会元』以後の流れを引き継ぐものであることは、まず間違いない

であろう。
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　これは、『道法会元』と『法海遺珠』とを、両部の『上清霊宝大法』や、『霊

宝玉鑑』112）などの南宋の儀礼文献と比較すれば、その神体系の違いはより

明確になるであろう。例えば『霊宝玉鑑』などは、その法術や霊符における

記述は『道法会元』『法海遺珠』と著しく似た面があり、明らかに雷法の影

響を受けている。しかし、そこに見える神将に注意してみると、それは五道

大神であったり、六甲六丁神であったり、唐・葛・周の三将軍であったりす

る。そもそも「元帥」という称号を持つ神自体が少ない。但し趙元帥の名は

見えている。

　南宋期の道教の主流派においては、恐らく元帥神はまだあまり受け入れら

れていないものと考えられる。だが、白玉蟾が言及しているように、南宋に

おいては様々な道派によって考え出された神将が、道教の神列に参入してい

く過程が進行中でもあった。

　また『道法会元』の地祇法や鄷都法にしばしば南宋咸淳年間との記載があ

るのは、捏造とは考えられず、当時の記録をそのまま採録したものであろ

う。よってこの時期には、多くの雷法を継ぐ道士たちによって元帥神が造作

されていたものと推察される。ただ咸淳といえば、すでに南宋も末であり、

ほとんど元の世祖の治世と重なる時期であることは注意すべきであろう。

　その『道法会元』も、成立時期を異にする資料が混在しており、下手をす

ると同じ巻の中でも矛盾する神体系が示される。ただ元帥神は多くの法術

で、すでに中心的な存在となっている。

　あえて『道法会元』における元帥神などを、極めて単純化してその傾向を

示すならば、次の通りになると思われる。

　まず「上清天蓬伏魔大法」や「混元飛捉四聖伏魔大法」などでは北極駆邪

院の四聖と天罡大聖などを中心とした体系となっている。これは恐らく、天

心系統の法術の古い姿を残すものと考えられる。唐・葛・周の三将や、崔・

盧・鄧・竇の四将などを重視する。

　次に「高上神霄玉枢斬勘五雷大法」などを代表とする神霄系の法術がある。

これらでは鄧・辛・張・苟・畢などの雷部の諸天君が中心となる。但し神霄

系の法術は様々なバリエーションがあり、八卦洞神雷法の系統では龐・劉・
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陶の諸天君を、南宮火府の系統では呉・宋・劉・楊元帥を、太乙雷法系統で

は丘・王・孔・林・謝などの諸元帥を、金火天丁系統では張天君を重んじる

など、単純ではない。一方で九州社令系統のように、幾つかの諸天君を組み

合わせる場合も多い。

　また鄷都系統や地祇系統では、温・関・張・趙などの諸元帥を重視する。

馬霊官や王霊官、また殷元帥などもこれに近いが、やや別の系統にあると思

われる。これらの元帥はどちらかというと冥界の「鬼官」といった印象が強

い。関羽や張巡など、忠義を尽くして陣亡した実在の人物が多いのも、これ

らの法術の元帥神の特色である。

　『道法会元』の前半の多くを占める清微系統の法術では、恐らくこれらの

出自を異にする天君や元帥を可能な限り取り込もうとしているようである。

また清微派においては、これらの元帥神を、伝統的な三清や四御の神と並べ

ることによって、より伝統的な枠組みへの体系化を図ろうとしているよう

だ。

　そして『法海遺珠』と『道法会元』とを比較した場合、両者は類似の性格

を持つものの、ややその編纂の態度の相違が目に付く。『法海遺珠』におい

ては、太乙雷法系統や南宮火府系統の雷法が非常に強調されている。また

「清微」を冠した法術は一つも見えない。中に見られる神は、丘・王・宋な

どの古くよりの諸法の元帥がある一方で、温・関・張・趙・殷・鄧・辛・張・

苟・畢などの元帥も強い。集大成的な性格を持つ『道法会元』に比べて、『法

海遺珠』は特定の法術に偏っている向きがある。

　さらに『道法会元』には、古い法術も新しい法術も包含されているが、『法

海遺珠』の方の法術は、やや時期が限られるものが多いと推察される。「清

微」系の法術名が見えないのは、恐らく流派を異にするというより、清微派

が雷法を統合する前に編纂されたことを示すものではないか。その中の元帥

神についても、これだけ火府系の神々を重視するのにもかかわらず、王霊官

の名が明示されないという特色がある。

　さて、これらの元帥神がそもそも何処から流入したかについては、不明な

点が多いと言わざるを得ない。むろん、ストリックマン氏や劉枝萬氏、また
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ボルツ氏など多くの研究者が指摘しているように、これが民間の巫術の影響

を受けたものであることは間違いないであろう。また南宋期においては、職

業道士に限られず、一定の教団に属さない者たちが様々な法術を駆使してい

たことはすでに指摘されているし、またデイビス氏は『夷堅志』などの資料

から、この時期の「法師」たちの活動の意義を強調する113）。それにしても、

そのすべてが民間信仰や法師たちに由来するものとは考えにくい。白玉蟾が

『海瓊白真人語録』の中で言うような「神将を増やした」などという行為を

行っているのは、恐らく道士階層に属する者たちであると思われる。

　例えば鄷都系の法術であるが、その元となるのは民間の巫系の呪術であっ

たと思われる。ただそこで主法として強調されるのは張天師の張虚靖であ

る。これは民間の術者たちが権威付けのために張虚靖の名を使った可能性が

高い。しかし、南宋末期にその伝授に関わった者たちの多くは道士階層に属

していたと考えられる。

　さらに民間出自と言っても、様々な影響関係があると思われる。例えば関

元帥の形象であるが、『道法会元』などに書かれるその姿は、先に見た通り

「重棗色面、鳳眼、三牙鬚、髯一尺八寸」「大刀を持ち、赤兔馬に乗る」とい

うものであった。しかし史書である『三国志』には関羽のこのような形象は

見えない。この形象は、むしろ民間の語り物のテキストである『三国志平話』

や、幾つかの三国雑劇などの姿に近い。これは明らかに、民間の通俗文芸の

影響を受けたものであると考えられる。太歳殷元帥については、これも語り

物のテキストである『武王伐紂平話』に同じような姿で登場する。恐らく他

の元帥神にしても同様であろう。元帥神の多くが「狼牙棒」や「鉄鞭」など

を手にするのは、民間の語り物に出てくる武将の姿を模したものであると推

察される。

　また趙元帥にしても、『道法会元』の「正一龍虎玄壇金輪執法如意秘法」

ではまるで財神としての役割をそのまま担っている。駆邪の法が中心である

『道法会元』の中ではこの部分はかなり違和感がある。これも民間における

趙元帥の形象をそのまま反映したものであろう。

　ただそれにしても、儀礼文書の中に見える元帥については、恐らく『道法
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会元』や『法海遺珠』、さらに『無上黄籙大斎立成儀』に見られるような体

系が、元から明の時期には確立していたものと考えられる。『三教捜神大全』

或いはその基づいた類書の元帥神の記事は、そのような体系に依拠して書か

れたものであろう。
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